
第 6章  出 土遺物

第 6章  出 上遺物

第 1節 出 土遺物の概要

本調査で出上し,慶 応大学資料として管理されてきた人工遺物の総数は計約5,700点 (自然遺物を除

く),コ ンテナ数80箱であり,ほ ぼ縄文土器で占められる。 しかし,調 査 日誌には,古 墳時代や中世の

遺物も出上したことが記載されていることから,当 該調査では基本的には縄文土器だけが選別されて持

ち帰られた可能性が高い。

縄文時代早期から後期までの幅広い時期の上器が出上しており,早 期末から前期の轟式上器や曽畑式

上器,後 期の鐘崎式上器や北久根山式上器,市 来式上器などがあるが,曽 畑式上器の出土量はその他の

型式の上器にくらべ突出している。これ らについては,器 面調整や施文技法,文 様などにより本章第 2

節のとお りに分類した。

また,土 器以外では,石 器や貝製品が出上している。石器は石鏃,石 匙,削 器,磨 製石斧などで,貝

製品は二枚貝の貝類遺体を利用した貝輪である。

これ ら出土遺物については,調 査地点によって堆積上の様相や貝層の形成時期などが異なることから

以下の地点に分けて報告する。

・Aト レンチ 1区 (Aト レンチ 1区 とBト レンテ 1区 との連絡部含む)

・Aト レンチ 2～ 5区

・Aト レンチ6・ 7区

・Bト レンチ 1～ 3区

・Cト レンチ

なお,出 土品のなかには,出 上した トレンテは判明するが層位が不明な土器,出 土地点そのものが不

明な土器などがある。そのなかには残存状況が良好なものも含まれているため, これについてもあわせ

て記述する。

第 2節  土 器 ・土製品

(1)出 土土器の分類 (第22・23図)

出上した縄文土器は大きくI～Ⅵ類に分類され,さ らに細分を行った。以下では分類 した土器群につ

いて概観し,さ らに細かな特徴については後述する出土層位ごとに掲載した個々の上器について具体的

に詳述することにしたい。

I類 押 型文土器群

Ia類 :原体の円周に鋸歯状の三角波状文を彫刻し,山 形押型文を施文。

1 lb類 :交差する格子目状の刻みを施した原体を回転施文した格子目押型文を施文。

I類  孟 式土器群

深鉢形を呈し,地 文にハイガイなどのフネガイ科の貝殻腹縁を用いた貝殻条痕を施すものや,そ の系

譜上に位置づけられる土器群。これらは施文技法や文様などからⅡa～ Ⅱd類 に分けられ, Ⅱb類 はさ

らに細分できる。
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第 2節  土 器 土 製品

Ea類

Ib類

Ic類

工d類

内外の器壁に強い条痕を施す。胎上にやや大きめの砂粒が混じり,他 のⅡ類の上器にくらべ

てやや器壁が厚い。轟A式 に相当する。

器外面に隆起文帯が施されるもの。隆起文帯の大さや施文技法より細分が可能である。轟B

式に相当する。

工bl類 :縦位の微隆起帝文を器外面全体に多数貼り付ける。

Eb2類 :横位の隆起帯文を成形し,数 条貼 り付ける。

Eb3類 t口縁部を中心に縦位や横位,曲 線状の大い隆起帯文を数条貼 り付ける。

地文の浅い貝殻条痕が残 り, 2本 単位のヘラ状工具で蛇行する直線を斜位や横位に施文する

もの。轟C式 に相当する。

日縁部外面に横位の沈線が施され,地 文の浅い条痕が残る。轟D式 に該当する。

回類 曽 畑式土器群

丸底を呈し,外 面全面及び口縁部内面に沈線文や刺突列点文,押 引文などを幾何学的に組み合わせ,

文様帯を形成する土器群で,曽 畑式上器に相当。器種は深鉢を主体とする。ここでは, 日縁部の特徴 と

文様帯の規則性を考慮してIll a～Ill d類に分類した。また,曽 畑貝塚低湿地遺跡出土曽畑式上器も考慮

したうえで

口a類

Ill  b類

Ill  c類

胴部から口縁部にかけて外開き状に広がり,そ のままの傾きで日縁端部にいたるもの。日縁

部そのものは外反しないもの。

, 日縁部外面の文様や文様帯の有無などから細分した。

日縁部が直日ないし外側にやや傾くもの。

I l l  a  l類

Il l  a  2類

Il l  a  3類

Ⅱ a4類

田 a5類

I l l  b  l類

Ill  b  2類

III  b  3類

田 b 4類

回b5類

I l l  c  2類

Ⅱ c3類

Il l  c  4類

Il l  c  5類

刺突文のみで文様帯を構成するもの。

横位の沈線文のみで文様帯を構成するもの。

束!突文と横位の沈線文を組み合わせて文様帯を構成するもの。

横位の沈線文と山形文などの文様を組み合わせて文様帯を構成するもの。

明確な文様帯が存在しないもの。

刺突文のみで文様帯を構成するもの。

横位の沈線文のみで文様帯を構成するもの。

刺突文と横位の沈線文を組み合わせて文様帯を構成するもの。

横位の沈線文と山形文などの文様を組み合わせて文様帯を構成するもの。

明確な文様帯が存在しないもの。

日縁部がゆるやかに外反するもの。波状日縁のものもある。

Ill c l類:刺突文のみで文様帯を構成するもの。

横位の沈線文のみで文様帯を構成するもの。

刺突文と横位の沈線文で文様帯を構成するもの。

横位の沈線文と山形文などの文様を組み合わせて文様帯を構成するもの。

明確な文様帯が存在しないもの。

口縁部がゆるやかに外反するとともに, 日縁端部が 「くの字」状に強く外反するもの。波状

日縁のものもある。

Ill d l類t刺突文のみで文様帯を構成するもの。

Ill d 2類:横位の沈線文のみで文様帯を構成するもの。

田d類
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第 6章  出 土遺物

Ill d 3類:刺突文と横位の沈線文を組み合わせて文様帯を構成するもの。

Ill d 4類:横位の沈線文と山形文などの文様を組み合わせて文様帯を構成するもの。

皿d5類 :明確な文様帯が存在しないもの。

なお,本 土器群は出上した土器の大半を占めており,全 体的な形状や文様構成などがわかる良好な資

料が少なくないことから, これらを対象に第 9章 第 2節 で器形や文様の特徴などについて詳述する。

W類  市 来式土器群

日縁部が断面三角形状に肥厚する土器群で,波 状口縁のものが多い。本田縁部外面に短沈線や爪形文,

貝殻文を施す。深鉢がほとんどで, 日縁部は外反する。表面に貝設条痕が残るものもある。

Wa類 :日縁部に粘土帯を貼り付けて肥厚させ,沈 線文などの文様を施す。

Wb類 :粘土帯を貼 り付けずに肥厚させ,沈 線文や刺突文を施す。

V類  磨 消縄文土器群

器面に縄文を施した後,一 部を磨 り消して文様を表現する磨消縄文の上器群である。Va類 とVb類

に分類した。

Va類 :口縁部が強く外反し,胴 部から頭部を中心に左右対称に斜線や平行する沈線文を施文すると

ともに,沈 線による渦巻文で胴部を飾る。文様帯は日縁部,頭 部,胴 部に区分される。器種

には鉢や浅鉢,深 鉢 (日縁端部に刻目文などを施文)力Sあり,鐘 崎式上器に相当するものを

含む。

Vb類 :器形は日縁部が外反し,胴 部が丸 く膨 らみをもつ器形をなす。深鉢を主体 とする。日縁部は

肥厚し,そ の部分に短直線文などを施文する。北久根山式上器に相当するものを含む。

その他,無 文上器など特に文様を施さない一群をⅥ類とする。

(2)Aト レンチ 1区 出上 の縄文上器 ・土製品

①表上層及び撹乱層出土土器 (第24図)

1・ 2は Ⅱb類 の上器。 1は 外面に細かな粘土紐を縦位に貼り付けたⅡbl類 , 2は横位の隆起帯文

をもつⅡb2類 である。 3～ 7は lll類の上器で3は Ill b l類, 4・ 5は Ill b 5類とみられる日縁部, 6・

7は胴部。 3は 日縁端部と日縁部内外面に刺突列点文を施す。6は綾杉沈線文, 7は刺突列点文と横位

の平行沈線文を施す。 8は Vb類 の鉢で, 9は深鉢の底部。10はIV類の台付皿か鉢の脚部であろう。

②第 1貝 層出土土器 ・土製品 (第25図)

11はIll類の胴部で綾杉沈線文を施す。12は円形の用途不明の上製品で,約 5分 の2が残存する。全体

が研磨されており,特 に凹部は著しい。

③礫層出土上器 (第26図)

13はVb類 で,肥 厚する日縁部に斜位の短沈線文と下部の突帯上に刺突列点文を施す。14～17はIll類

の上器で日縁部が残存しており,14・ 15はIll c 4類,16は II a 4類,17は Ill c 2類である。14～16の外

面は横位の平行沈線文と山形沈線文で文様帯を構成し,17の 日縁部内面は押引文を施す。

④第2貝層出上土器 (第27～29図)

18～48はIll類の上器で,18～ 36は日縁部が残存する。このうち,18は Ill a 2類,20は Ill a 4類,23・

25はIlb 2類,24・ 28・30はIll b 4類,22は Ill b 2類,19・ 21・26・27はIll c 2類,29は Ill c 8類,31

～38,35は Ill c 4類,34・ 36はIll d 4類である。
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第 2節  上 器 ・土製品
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第 6章  出 土遣物
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第 2節  土 器 ・土製品

第24図 Aト レンテ 1区悦乱層及び表土層出土縄文土器 (1/3)
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第26図 Aト レンテ 1区礫層出土縄文土器 (1/3)
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第 2節  土 器 ・土製品
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第 6章  出 土遺物

18・19はやや小型の深鉢で日縁部内外面に平行短沈線文,胴 部に縦位や斜位の平行沈線文で文様帯を

構成する。20は大型の深鉢で, 日縁端部に刻目文, 日縁部内外面に平行沈線文を施した後,外 面はX字

状沈線文,内 面には山形沈線文を施す。21・22は外面のみに平行沈線文を施す。23・26は中型の深鉢で,

日縁部外面に平行短沈線文,胴 部に綾杉沈線文で文様帯を構成するが,23は 内面には施文 しない。27は

日縁端部に利突列点文,内 外面に横位の平行短沈線文,胴 部に羽状文で文様帯を構成する。28は大型の

深鉢で, 日縁部内外面に短沈線文を施した後,外 面に山形沈線文を施す。29は日縁端部と口縁部内外面

に刺突列点文を施文する。31は中型の深鉢で日縁部内外面に横位の平行沈線文,胴 部外面には山形沈線

文を施す。32はやや細い施文具を用い,縦 位や横位の平行沈線文を施す。

37～48は日縁部下部や胴部,底 部にかけての上器である。38・40はやや大型の深鉢の胴部で,38は 日

縁部に近い部分に横位の平行沈線文,そ の下部にほぼ一定間隔の縦位の沈練文,そ の間を斜位の平行沈

線文で充填する。40は縦位と横位の平行沈線文に加えて曲線文を施す。41は口縁下部か ら胴部にかけて

残存し, 日縁部に横位の平行沈線文,胴 部は斜位の平行沈線文を充填することにより文様帯を構成する。

43は比較的整った羽状文や横位の平行沈線文を施す。47の胴部は充填三角文,底 部は横位の平行沈線文

で文様帯を構成する。48も底部は平行沈線文を施す。

⑤第 2貝 層最下部出上土器 (第30・31図)

49～55はIll類の上器で,49～51,54は日縁部が残存する。51はIll a 4類,49は Ill c 5類,50・ 54はIll

c4類 である。

49は大型の深鉢で,日 縁部文様帯がなく日縁部から胴部にかけてやや乱れた横位の平行沈線文のみを

施文する。51の日縁部外面は横位の平行沈線文を施した後,山 形文を施文し,胴 部は縦位の平行沈線文

で文様帯を構成する。54の日縁部外面の文様も51と同様であり,胴 部文様帯は縦位や横位,斜 位の平行

沈線文の組み合わせである。

52・53・55は洞部片で,縦 位や横位の平行沈線文,綾 杉文などを施す。

⑥褐色土層出土土器 (第32図)

56～61はIll類の上器で,56・ 58はIll c 2類,57は 皿d2類 である。58は日縁部内面に刺突列点文と横

位の沈線文を施す。59～61は胴部片で,59は 胴部上部に横位と縦位の平行沈線文,同 下部は縦位のみの

平行沈線文を施す。60は横位の平行沈線文内を斜位の平行沈線文で充填する。

④A・Bトレンチ連絡部第1貝層及び第2貝層出土土器 (第33～35図)

62～79はIll類の上器で,63～ 68は日縁部が残存する。その他は胴部や底部の破片である。65・68はIll

c2,63は Ill c 4類,64は III b 2類,67は Ill d 4類で,66は 斜位の平行沈線文を施すが文様帯を構成す

るか明確ではない。

62は日縁下部から胴部が残存してお り,日 縁部文様帯は横位の平行沈線文,胴 部はやや乱れた充填三

角文を施す。70は日縁部文様帯の一部とみられる横位の平行沈線文があり,胴 部文様常には縦位や斜位

の平行沈線文を施す。74は綾杉沈線文状の文様,77は 日縁部文様帯の可能性がある横位の平行沈線文と

綾杉沈線文とみられるやや組雑な文様を施す。76は胴部下半から底部が残存してお り,胴 部は横位の平

行沈線文,底 部には格子目沈線文を施す。
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第 2節  土 器 ・土製品

(3)Aト レンチ2～ 5区出上の縄文土器

①混貝土層出土土器 (第36・37図)

80は I類 ,81は Ⅱbl類 ,83・ 86も工類に属するとみられ,82・ 84はIll類,87は Vb類 ,85・ 88はV

a類 の上器である。

80は胴部片とみられ,外 面に押型文を施す。81は日縁端部から日縁部外面にかけて縦位の隆起帯文を

多数貼 り付け,帯 状の文様帯を形成する。82はlll c 2類で日縁部内面にも横位の平行沈線文,84は 胴部

で横位と斜位の平行沈線文を施す。83は条痕をナデ消し,外 面に爪形文を施す。85は波状口縁とみられ,

端部に大きめの刻目を施す。87も波状日縁を呈するとみられ縄文や太めの沈線文,刻 み目文を施文する。

88は深鉢で回縁部と胴部の間に頚部を形成し,波 状日縁の高くなった部分は肥厚し,端 部には刻目文が

ある。

②5区純貝層及び茶褐色土層出土土器 (第38～40図)

89・90はV類 ,91・ 92はWI類,93～ 96はⅡ類,97～ 104はIll類の上器である。

89,90と もに回縁部が肥厚し,そ の部分に89は横位の沈線文,90は 横位の回線文を施す。91・92は無

文土器で,外 面にミガキを施す。94はEbl類 ,95は 工a類 ,96は 工d類 である。97～103はIll類の回

縁部で,100は Ill a 2類,97・ 101はIll c 2類,98・ 102はIll c 4類,103は Ill d 4類で,99は Ill a 5類の

可能性がある。98は日縁端部に近い部分に押引文,そ の下部に平行沈線文と山形文で回縁部文様帯を形

成する。また,104は 日縁部文様帯の一部である横位の平行沈線文,胴 部は縦位や斜位の平行沈線文を

施す。

(4)Aト レンチ6・ 7区出上の縄文土器

①混貝土層出土土器 (第41図)

105～107はV類 の上器で,105は Vb類 ,100,107は Va類 である。105は日縁部が肥厚 し,斜 位の短

沈線文を施文する。106は鉢の日縁部で外面に縄文や沈線文,107は胴部が屈曲し,縄 文や沈線文を施す。

②純貝層出土上器 (第42～44図)

108はE類 ,121・122はIV類で,121はⅣ a類 ,122はⅣ b類 である。109～117・120・123はV類 で, 110・

111・113・115。117はVa類 ,109・ 112・114,116・120・123はVb類 ,118・ 119・127はⅥ類である。

108は日縁部を欠く深鉢で,底 部は脚台が付く。121・122は波状口縁で, 日縁部が 「くの字」状に屈曲

し,肥 厚した日縁部に沈線文や刻目文を施す。110・111は頸部で強く外反し,110・ 113・115。117は胴

部中位が張 り出す鉢で,縄 文や刺突列点文,沈 線文を施す。113・117の胴部中位には入組釣手文を施文

する。109・112・116は日縁部外面に斜位や横位の沈線文を施す。120は大型の深鉢で,丸 みを常びた胴

部に外反する日縁部外面に横位の凹線状沈線を施す。118。119・127は無文土器で,119は 日縁部が 「く

の字」状に強く外反する。123は波状日縁で,最 も高くなった部分の回縁端部に刻目文を施す。

125・126・128は深鉢の胴部で,外 面にミガキが施される。130～132は深鉢の底部であり, 130。132の

外面にはミガキが施される。

③褐色及び茶褐色土層出上土器 (第45図)

1 3 3・134はIa類 の鉢で,133は日縁部,134は胴部が残存し,外 面に山形押型文を施す。135～145は

Ⅱ類の上器で,138～140はEa類 ,135～137はⅡb2類 ,144は Ⅱd類 である。140は縦位と横位の条痕

を施 し,日 縁部に穿孔がある。135は3条 ,136・137は1条の隆起帯文を施す。144は日縁部外面に横位

―-50-―
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第44図 Aト レンチ 6・ 7区 純員層出土縄文土器 3(1/3)
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第 6章  出 土遺物

第45図 Aト レンテ 6。 7区 褐色及び茶褐色土層出土縄文土器 (1/3)

申 A

第46図 Aト レンテ出土層位不明縄文土器 (1/3)
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第 6章  出 土遺物

の爪形文を施文する。143は鉢の胴部とみられ,145は底部である。

(5)Aト レンチ出土層位不明の縄文土器 (第46図)

146はⅡ類の深鉢で,内 外面に条痕後,ナ デを施す。147～152はIll類の深鉢で,147～150は日縁部,

151・152は胴部である。148はlll a 4類,147・150はlll c 4類で,149はIll a 5類の可能性がある。153は

台付鉢とみられ,154は渡状回縁で回縁部が強く外反するVa類 の上器とみられる。155は外面に刻目文

を施す鉢で,穿 孔が lヶ所ある。166は日縁端部に沈線文と刺突文,157はVb類 で,肥 厚する日縁部外

面に横位の沈線文と刺突文をFtす。158はWI類の日縁部が外反する無文の深鉢,159はIV b類の深鉢で,

波状口縁を呈する。日縁部が断面三角形状に肥厚し,そ の外面に沈線文や刺突文を施す。

(6)Bト レンチ 1～ 3区 出上 の縄文上器

①表土層及び第1貝層出土土器 (第47図)

160～163はIII類,164は IV a類の上器である。160はlll b 4類で,日 縁部内面に横位の平行沈線文,同

外面には横位の平行沈線文を施文後,山 形沈線文を施す。161は斜位の平行沈線文を施 してお り,Ill a

5類 とみ られる。162はIll c 4類の中型の深鉢で,日 縁部文様帯は横位の平行沈線文と山形沈線文,胴

部文様帝は斜位の平行沈線文である。163も同様にlll c 4類の深鉢である。164は肥厚する日縁部内外面

に沈線文や刻目文を施文する。

②第2貝層出土土器 (第48～51図)

165～224は Ill類の上器で,165～ 195は日縁部や日縁部から胴部の上器,196～ 224は胴部や底部にかけ

ての上器である。165は浅鉢,そ れ以外の大半は深鉢とみられる。

Ill a類は,166・ 168・169・171で,168は Ill a 2類,169は Ill a 4類,166・ 171は Ill a 5類である。Ill

b2類 は177・178。Ill c類は, 167・ 170・172～176・179・181～183・190～192, 194で , 167・ 170・172

～174・176・179・182・188・190～192・194はIll c 2類,181は lll c 4類,175は III c 5類である。Ill d

類は, 165・ 180・184～189・193で, 165・ 180・185・187～189・198はIll d 2類, 184は Ill d 3類, 186は

Ilr d 4類である。

165は浅鉢で,日 縁部内面と日縁端部に刺突列点文, 日縁部外面に横位の平行沈線文を施 し,日 縁部

文様帯とする。胴部文様常は,胴 部上部は縦位の短沈線文,胴 部下部は横位の平行沈線文を施す。166

は中型の深鉢で,縦 位や斜位の平行沈線文をランダムに施し,明 確な日縁部文様帯は認め られない。

171も同様とみられる。167は日縁部内外面に横位の平行沈線文,168は 回縁部内面に横位の平行沈線文

と山形沈線文,同 外面に平行沈線文を施文する。172は日縁部に穿孔が lヶ 所あり, 日縁部内外面に横

位の平行沈線文を施す。174は中型の深鉢で,日 縁部内外面に横位の平行沈線文を施す。175は日縁部に

綾杉沈線文を施してお り,日 縁部文様常が明確ではない。177・180はやや大型の深鉢で, 日縁部内外面

に横位の平行沈線文,胴 部文様帯には縦位や斜位の平行沈線文を施す。178・179も同様に日縁部内外面

に横位の平行沈線文を施す。182は大型の深鉢で,日 縁部内外面に横位の平行沈線文,胴 部に充填三角

文状の沈線文や横位の平行沈線文を施す。184は日縁部が大きく外反し, 日縁部外面に刺突列点文と横

位の平行沈線文を施し,文 様帝とする。185は小型の鉢で,日 縁部内外面に横位の平行沈線文を施す。

186は胴部が下膨れ状を呈する中型の深鉢で,日 縁部は強く外反する。日縁部文様帯は横位の平行沈線

文を施文後,山 形沈線文を施 してお り,胴 部文様帯は羽状文や横位や縦位の平行沈線文で構成する。

- 5 5 -
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第 2節  上 器 ・土製品

187・188は小型の深鉢であろう。187は日縁部内面に刺突列点文と横位の平行沈線文,同 外面には横位の

平行沈線文を施す。189は波状日縁で, 日縁部内面は横位の平行沈線文と2条 単位の曲線文,同 外面に

は横位の平行沈線文を施す。胴部文様帝は羽状文である。192は日縁部内面に横位の押引文,同 外面に

積位の平行沈線文,胴 部に充填三角文と推定される沈線文を施す。

196は日縁部文様帯が横位の平行沈線文,胴 部文様帯がやや崩れた充填三角文とみられる。197の口縁

部内面は押引文,外 面は横位の平行沈線文で,胴 部文様帯上部は充填三角文,同 下部は横位の平行沈線

文を確認できる。199・200の胴部文様帯は羽状文が含まれ,199は その上部に横位の平行沈線文を施文す

る。201～207は胴部外面に横位の平行沈線文や羽状文などを施す。208・217は胴部文様常の縦位の平行

沈線文上に曲線文が施される。218は横位の平行沈線文の内部を充填するように縦位や斜位の平行沈線

文を施文する。

220～223は深鉢の底部であり,220,221は 中型,222は 小型のものであろう。222の底部は十字文の間

を充填するように平行沈線文をクモの巣状に施す。

225は曽畑式上器と同様の器形を呈するが文様はない。226はVb類 の上器で,肥 厚する日縁部外面に

沈線文を施す。227は丸底を呈するミニチュア土器である。

③第2貝層最下部出土上器 (第52・53図)

228～241はIll類の上器。228はIll a 5類,230・ 231・237はlll c 2類,229・ 233はIll d 4類である。228

は大型の深鉢で, 日縁部に lヶ所穿孔がある。日縁部内外面及び胴部に横位の平行沈線文を施し, 日縁

部と胴部の文様常に明確な区別はない。229は日縁部内外面に横位の平行沈線文と山形文を施文する。

233は大型の深鉢で, 日縁部か ら胴部下半まで残存する良好な資料であり,日 縁部内面の日縁端部に

近い部分に 1条 の押引文, 日縁部外面には横位の平行沈線文の後,山 形沈線文を施 し, 日縁部文様帯と

する。胴部文様帯は横位 と縦位の沈線文内を充填するように沈線文を施す。237は中型の深鉢で, 日縁

部内外面に横位の平行沈線文,胴 部に綾杉文を施す。238も,同部に綾杉文を施文する。239は斜格子状に

沈線で区画した内部を縦位や横位の平行沈線文で充填する。241は小型の鉢で,胴 部か ら底部にかけて

横位の平行沈線文を施す。

④褐色土層及び黒褐色土層出土土器 (第54図)

242はIb類 ,243は ■b2類 ,244～ 250はlll類の上器で, このうち245はIll b 5類,249は Ill b 4類,

247はIll d類である。

242は外面に回転施文による格子目押型文,243は微隆起帯文を横位に施す。245は中型の深鉢で, 日

縁部内面に横位の平行沈線文, 日縁部から胴部外面には斜位の平行沈線文を施し, 日縁部文様帯と胴部

文様帯の区別が明確ではない。247は内面及び日縁端部に刺突列点文,外 面に押引文を施す。249は日縁

部内外面に横位の平行沈線文と山形沈線文を施文する。

⑤貝層出土及び出土層位不明土器 (第55・56図)

Bト レンテ出土品のなかには,第 1貝層出土か第 2貝 層出土か区別されず 「貝層出土Jと のみ記録さ

れている土器や出土層位不明の上器がある。以下ではこれらについて述べる。

251は日縁部が肥厚 し,そ の部分に二枚員を用いたと推定される刺突文を施す。252～270はllI類の上

器で,253は Ill a 2類,252・ 267はIll a 5類,268は Ill b 4類,255,264・ 266はIll c 2類,254・ 256・

257・259はIll c 4類,258は Ill d 4類である。

252の日縁部は縦位の平行沈線文を施し,胴 部文様帯との区別はない。256は日縁部に lヶ所穿孔を施

- 5 8 -
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第54図 Bト レンテ褐色土層及び黒褐色土層出土縄文土器 (1/3)
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第 6章  出 上遺物
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第58図 Cト レンチ礫層 ・第 2貝層出土縄文土器 (1/3)

す。257は日縁部内外面に横位の平行沈線文を施し,さ らに外面には曲線文が加わる。259の日縁部文様

帯は横位の平行沈線文と山形文,胴 部文様帯は上位に羽状文,そ の下部に横位の平行沈線文で構成する。

262・263は中型深鉢の胴部で,263の胴部文様帯は羽状文や十字沈線文の空間部分を充填するように縦位

や横位の沈線文を施す。266は渡状口縁で, 日縁部内外面に横位の平行沈線文を施す。267は中型の深鉢

で,日 縁部文様帯と胴部文様帯に区別がなく,綾 杉文と平行沈線文を交互に施文する。270は底部で平

行沈線文を施す。

(7)Cト レンチ出上の縄文上器

①第 1貝層出土土器 (第57図)

271はVb類 の浅鉢で,器 形はボウル状を呈し,胴 部上半部に釣手沈線文を施す。272・273はVI類の上

・
―

‐，

- 6 3 -



第 2節  上 器 ・上製品

鞭鹸

第59図 Cト レンテ第 2員層出土縄文土器 (1/3)

器。272は無文の浅鉢で, ラッパ状に開き胴部からそのままの傾斜で日縁部にいたる。273は無文の鉢で,

日縁部が内湾し,外 面に丁寧なミガキを施す。

274～279はVb類 の上器で, 日縁部はいずれも肥厚する。274は回縁部に羽状文,276は 沈線文と刺突

列点文が施す。277は斜位の平行沈線文,そ の下部に突帯状の粘土紐を貼 り付け,刺 突列点文を施す。

280はVa類 で, 日縁部は外反し,端 部に刻目文を施す。281は深鉢の底部である。

②礫層,第2貝層出土土器 (第58図)

韓
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第 6章  出 土遺物

283～298はIll類の上器で,283・ 284は浅鉢,そ れ以外は深鉢である。283・284は外面に横位や縦位の

平行沈線文を施す。285はIll a 4類,286は Ill d 2類。287は中型の深鉢で,日 縁端部と底部を欠損する

が,全 体の文様構成が判明する良好な資料である。日縁部内外面に横位の平行沈線文,胴 部文様常の上

半分は一定間隔に縦位の平行沈線文とその上に曲線文を施文し,内 部を斜位の沈線文で充填する。下部

は主に横位の平行沈線文を施す。288・289は胴部から底部にかけての上器片で,丸 底を呈し,平 行沈線

文を施文する。290～293は胴部片で,平 行沈線文を施す。

③第2貝層出上上器 (第59図)

294はⅡc類 の深鉢。丸みを帯びた胴部と外反する日縁部との間に頸部を形成し,条 痕後に2本 単位

のヘラ状工具で横位や斜位の沈線文を施文する。

295～300はIII類の上器で,295は浅鉢,そ れ以外は深鉢とみられる。295は日縁部内外面,胴 部に横位

の平行沈線文や曲線文を施す。295はIll c 5類, Ill c 4 5 296はIll c 2類,298は lll c 4類,297は Ill b 4

類である。299～306は胴部から底部の上器片で,300は胴部に縦位の沈線とX字 文を施文 し,内 部を縦

位と横位の平行沈線文で充墳する。305はクモの巣状に短沈線文を施す。300は平底を呈 し,胴 部に綾杉

文,底 部に横方向の平行沈線文を施文する。307は深鉢の胴部から底部にかけての上器片である。

④黒色土層以下出土上器 (第60図)

308・309は工b3類 の深鉢。308は日縁部に孤状の隆起帯文, 日縁部から胴部にかけて縦位,胴 部に横

位の隆起帯文を施す。

310～316はIll類の深鉢で,310・ 811はIll c 2類である。310は大型の深鉢で, 日縁部内外面に横位の平

行沈線文,胴 部に縦位 と横位の平行沈線文で文様帯を構成する。315も大型の深鉢で,横 位の平行沈線

文間に充填三角文を施す。

⑤Cトレンチ (推定)貝層直下出上土器 (第61～63図)

317～343は皿類の上器。319・324は皿b2類 ,323は 皿c2類 ,317・ 320・322はIll c 4類,321は IIE c

5類 ,318は Ill d 2類である。317は日縁部内面に横位の平行沈線文,外 面には横位の平行沈線文と山形

沈線文を施す。320は日縁部に穿孔を lヶ所施す。321は中型の深鉢で, 日縁部と胴部の文様帯に区別が

なく,横 位の平行沈線文を施文する。323も同様の文様構成とみられる。

325～343は胴部から底部にかけての上器片。328は中型の深鉢で,胴 部文様帯は主に縦位の平行沈線

文,底 部文様帯は横位の平行沈線文を施す。331も中型の深鉢で,胴 部に充填四角文,底 部に縦位の平

行沈線文を施す。332は穿孔をlヶ所有し,充 填四角文とみられる沈線を施す。340,341は小型の深鉢で,

340は底部に横位の平行沈線文を施す。343は横位の沈線文の間を縦位の平行沈線文で充填する。

(8)出 土 トレンチ不明の縄文上器 (第64～67図)

344～346はIb類 の深鉢。日縁端部と外面に格子目押型文を施す。348はVb類 の上器で,日 縁部が

肥厚し,横 位の平行沈線文を施す。

347・349～363はllI類の上器である。347はIll b 2類,350。355はIll b 4類,349・ 351・354はIII b 5類,

356はIll c 4類,352・ 360はIll c 5類,353・ 361はIll d 2類である。

347・351・352は小型の深鉢。347は日縁部内外面ともに横位の平行沈線文を施す。胴部は右上がりの

沈線文を施文後,内 部を左上がりの平行沈線文で充填する部分がある。351・352とも日縁部と胴部の区

別なく外面に横位の平行沈線文を施す。353・360・361は大型の深鉢。353は日縁部文様常に平行沈線文,

―-65-―
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第 6章  出 土遺物
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第 2節  土 器 ・土製品

第63図 Cト レンテ (推定)貝 層直下出土縄文土器3(1/3)
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第 2節  土 器 ・土製品
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第 6章  出 土遺物

胴部文様常に充填四角文を施文する。360は日縁部外面から胴部上面にかけて羽状文を施 し,そ れ以下

は横位の平行沈線文を施す。361は日縁部内外面に平行沈線文,胴 部上半は縦位にはば等間隔の沈線を

施文後,X字 文で区画し,内 部を平行沈線文で充填する。胴部下半は縦位と横位の沈線文を施す。

365はIV b類,366は IV a類,367・ 388はVa類 ,369,370は WI類の上器である。365は波状日縁を呈し,

日縁部を肥厚させる。366は日縁部に粘土帯を貼り付け,断 面が 「くの字J状 を呈し,外 面に刺突文を施

す。368は深鉢で波状口縁を呈し, 日縁端部に刻み目を施 し,胴 部から底部にかけてやや粗いミガキを

施す。369は鉢で,器 壁が厚く,外 面にハケメを施す。370は無文の深鉢で,内 面に丁寧なミガキを施す。

372・373はV類 で,372は外面に釣手文を施文し, 日縁部に穿孔が lヶ所ある。373は日縁部と胴部の境

が屈曲しており,外 面に磨消縄文を施す。374はVa類 の胴部片であり,釣 手文を施す。

第 3節  石 器 ・石製品 ・貝製品

(1)出上した石器・石製品・貝製品の概要

曽畑貝塚から出上した石器は,石 鉱,石 匙,肖J器,石 鍾,磨 製石斧,石 製垂飾,円 盤状石器,棒 状石

器,研 磨痕のある石器などである。石材については,石 鏃は黒曜石が多く,石 匙や削器は安山岩や粘板

岩が多い。それ以外の石器には,安 山岩や蛇紋岩,砂 質や泥質のホルンフェルスなどを石材として用い

ている。また,石 器や石製品以外に斧足類 (二枚貝)製 の貝輪片が出上した。

(2)Aト レンチ 出上 の石 器 ・石製 品 (第68・69図)

375～378は石鏃である。石材は376が流紋岩,そ れ以外は黒曜石を用いる。375・376は先端部を欠損 し

た有茎石鏃で,376は大型品である。377も有茎石鏃で,茎 先端部が欠損するが,ほ ば完形品である。石

材は黒曜石を用いる。378は黒曜石の無茎石鏃で,基 部の一部を欠損する。379は安山岩の削器である。

380～384は磨製石斧。380は珪岩製の小型品で,刃 部が頭部にくらべて幅広 く,台 形状を呈する。381は

蛇絞岩製の小型品で,刃 部はやや丸みを帯び,体 部は扁平で,T寧 な研磨が施されている。382は刃部

から体部中央付近が残存するもので,石 材は1/j岩の可能性がある。383は刃部を欠損するもの,384は 刃

部及び頭部を欠く。

385・386は円盤状石器。385は扁平な円盤状を呈し,周 囲を打ち欠いてお り,石 材は泥岩ホルンフェル

スとみられる。386もほぼ同様の形状を呈するが,片 面に浅い窪みがある。石材は安山岩である。387は

石製垂飾で,穿 孔部分か ら欠損してお り,表 面は丁寧に研磨されている。388は用途不明の研磨痕があ

る石器。粘板岩製で,端 部は丸みを帯びている。389も同様に用途不明の功岩製とみられる棒状石器で,

表面は丁寧に研磨されている。

(3)B・ Cト レンチ 出上 の石 器 ・貝製 品 (第70図)

390～392は安山岩製の石匙である。390,391は縦長を里し,390は直線的,391は 曲線的な刃部を有す

る。392は横長のもので,つ まみ部の反対側に曲線的な刃部をもつ。398～395は粘板岩製の削器である。

393・394は縁辺部の 1/2程 度に刃部を有する。395は二等辺三角形状を呈し, 1辺 に刃部をもつ。396・

397は石錘で,紐 掛けのために礫両端に小剥離を施す。396は泥岩製,397は砂岩製である。

398は貝輪で,斧 足類 (二枚貝)の 縁辺部を利用して製作されており,表 面は丁寧に研磨を施す。

- 7 1 -



第 3節  石 器 ・石製品 ・貝製品

強 輪 瑠 賄 呼 吾 ■

。          375

o                2cm

―         (

375～378 1
379 i

ｎ
ｌｌｌ
川
側
じ

い

Aト レンチ出土石器 (2/3,

- 7 2 -

1/1)

(2/3)



第 6章  出 土遺物

10cm

ン

ン

( 1 / 3 )

ン
ン
ン
ン

ン
ン
ン
ン

／
／

”
”

０

＝

　

　

　

　

，

ン

ヽ

第69図

a○

Φ

(2/3)
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第 1表  縄 文土器 ・土製品観察表 (カッコ内の数字は復元値)

査

占
ヽ

調

地

測

号

実

番

図

号

挿

香
層 位  分 類  器 召 残■部位

器面潤豊

(内面/外 面)

文 擦

(内面/外 面/口 縁靖郎)

色 調

(内面/外 面)
続蔵 晋暫 脅盆戸摘 土 備 考

―

ぶ

―

1 280 Al l  撹 乱層  ]bl深 鉢   日 縁～胴部 条痕→ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             に ぷい資槍 (1011173)/組 灰 (10YR4/1)  角 閃石 砂 粒 長 石 石 英       良 好      91

2 68 ヽ 11  撹 乱層  ]b2深 鉢   胴 部   条 痕/条 痕→ナデ  ー /隆 起帝文/―            黒 桐 (75斌 3/,/灰 摘 (7うTR4/2)    組 砂粒 (l m lt)            良 好      86

3  41 Al l   撹 舌し層  II bl深 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ     刺 突小 文/刺 突列点文 沈 線文/刺 突列点文 灰資掲 00服 5/2)/に ぶい損 (7 5VR8/3)  長 石 角 閃石              良 年       17

4 159113  表 土層  Ⅱ  b5深 鉢   口 縁部   ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/ⅢⅢ突列点文        に 本い褐(75‖ 5/8)/に ぶい褐 (7 5VR5/8)石 英 長 石 角 閃石 砂 粒       良 年      49 外 器面に終付着

5 160A13  表 土層  lE b5深 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/ⅢⅢ突列点文        に ぶい褐(7 5VR6/3)/消 灰 (7 5YR4/じ   石 英 長 石 角 閃石 砂 粒       良 年      87  4と 同
一個体か

6 338A12  表 土層  Bl 深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/―             灰 黄褐 00R6/2)/禍 灰 (10YR5/1)    長 石 角 閃石             良 町      76

7  52畑 1  撹 乱層  81 ttal  胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /京 J突列点文 沈 線文/―       灰 桐 (7 5YRO/2)/筒灰 (75R4/1)    石 英 長 石 角 閃石 砂 粒       良 好       64

8 17S Al l  撹 言Ltt  Vb鉢    日 線部   ミ ガキ/ミ ガキ  ー /縄 文 沈 線文/―          に ぶい資槍 (10服7/2)/浅 黄俺 (10R8/3) 石 英 長 石 角 閃石          農 年      63

9 44 11   表 上層    深 鉢   胴 ～底部  ナ デ/ナ デ    ー /― /―               に ぶい赤掲 (5VR5′4)/に ぶい赤褐 (5γR5/4)長 石 角 閃石             長 年 (124) 60

10 266A11  境 3ttt  IV 台 付鉢 ?脚 部    ケ ズリ ナ デ/ナ デ ー/縄 文 刺 突列点文 凹 線文/―   黒 掲 (751R5/1)/に ぶい燈 (751R7/3)  長 石 角 閃石 (微細粒)        農 年  (128) 46  ‐ 部に赤色顔料有

11 164A13  第 1員 層 llI 操 鉢   胴 部    条 痕→ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             燈 (5YR6/6)/袴 (2 5YR6/6)       石 英 角 閃石 砂 粒          農 好       68

1, 371A13  第 1貝 層   円 形土製品 ―     ナ デ        ー /― /―               灰 黄禍 (10YR5/2)/に本い黄褐 (10】R5/3) 瓶 砂粒 (lm)            良 好 (07)  17 用 途不明

13 53 A13  葉 層   Vb深 鉢   日 縁～頚部 ケズリ→ナデ/ミ ガキ ー/rt線 文 剤 突列点文/―       に ぶい黄栓 (10YR8/3)/褐 灰 (10粗4/い   角 閃石 雲 母 細 砂～盛粒 (1～ 2 nn)良 好 (310) 117 外 器面に媒付着

14 04 A15  様 層   ■ c4深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刻 目文        に ぶい黄植 (10YR7/3)/にぷい黄澄 (101R7/3)石英 角 閃石 (彼細粒)       良 好       57

15 157A13  康 層   I c4深 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/沈 線文        に ぷい黄栓 (10R6/8)/に ぷい植 (10YR6/4)験 粒 (3m)石 茶 (微細粒)長 石 角 因石 良好      52

16 175A15  凄 層   134深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刻 目文        に ぶい棺 (7 5YR6/4)/にぶい俺 (5YR6/4) 石 英                 良 好      86

17 281A14  様 眉  lE c2深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ    押 引文/沈 線文/利 突列点文     に ぶい☆慣岬 閉)褐色00 PH」)/に本い黄ほ“限7/4)長石 角 閃石 石 英 滑 石を植かに含む 良好      40

18 10 A14  第 2貝 層 唖 a2深 鉢   日 繰～胴部 ナデ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/京J突列点文      に ぶいま種 (10‖7/3)/に 本い植 (7 5YR7/4)角 閑石                良 好 (210) 99

19 22 114  第 2員 層 I C2深 鉢   口 縁～胴部 ナデ/ナ デ    洸 線文/沈 線文/刺 突列点文     に ぶ↓境種10‖70/にぶいほf5‖7Ⅲ tぷいま棺10‖7)抵 砂粒 (1血 )            良 好 (182) 85

20 147A14  第 2貝 層 皿“4深 鉢   日 経～胴部 ナデ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刻 目文        に ぷい槍 (751R7/4)/灰 絹 (73R5/2)  石 英 長 石 角 閃石 雲 母      良 好 (357) 109

21 181A12  第 2貝 層 I c2深 鉢   日 像部   ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/一             褐 灰 (7 5YR4/1)/にぶいほ (51R6/3)   石 英 長 石 角 閑石          良 好      29

22 178112  第 2貝 層 狂 b2深 jyt  日 縁部   ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―             に ぶい赤褐 (51R5/4)/掲 灰 (5R5/ゆ     石 茉 長 石              良 好      31

23 141 Al l  第 2貝 層 I b2深 鉢   日 像～胴部 ナデ/ナ デ     ー /沈 線文/剤 突列点文        に ぶい黄槍 (101117/4)/にぶい☆燈601R6/3)長 石 角 閑石 砂 粒          良 好 (276) 132

24 186118  第 2貝 層 I bl深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ     充 線文 制突列汽文/1t線天 前突列R文/刺突列点文 にぶい俺 (7 5YR7/4)/燈 (51R7/6)    石 英 砂 粒              良 好      38

25 272A13  第 2貝 層 I b2深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/京,突列点文      灰 褐 (75R5/2)/灰 褐 (751R5/2)    砂 粒 長 石 角 閃石          良 好      40

避
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冊
　
Ｅ
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26 26 A14  第 2貝 層 正c2深 鮮   口 候～胴部 ケズリーナデ/ナ デ 沈線文/沈 線文/刺 突列点文     燈 (5TR76)/紀 (;R7/6)         石 英 差 石 綱 砂～健粒 (1～ 4m) 良 好 (218) 09

27 103A12  第 2貝 層 Ⅱ●2深 鮮   [1縁 ～隔師 ナデ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/おり突列点文      灰 式拒 (10R5/2)/禍 灰 00VR4/1)    長 石 角 閃石             良 好      100 内 器面に媒付着

28 12 A 3  第 2貝 層 81 bl深at  口 縁部   条 痕→ナデ/ナ デ  沈 線文/沈 線文/―           燈 (5】R6/6)/に ぶい絶 (5VR3/4)     石 英 長 石 角 閃石 磯 粒 (3～ 5回口)良 好 (3L4) 71  外 禅面にhl付着

20 185A 2  第 2貝 層 I c8深 鉢   口 縁部   ナ デ/ナ デ    沈 懐文 前突列点文/注線ス 罰安列A文/崩突男A文 にぶい路(7 5YRO/i)/柏灰 (7 5TR5/い   長 石 行 英              良 町      27

80 835 Al■   第 2貝 層 Ⅲ b4深 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/―           燈 (5】RG/6)/に ぶい柱 (5RS/4)     長 石 角 関石             良 夕F      28

31 253A15  第 2貝 日 I CJ深 鉢   口 縁部   ナ デ/ナ デ    注 練文/rt線 文/制 突列点文      に ぶい赤褐(5】R4/3)/に 本い赤柏(51114/3)滑 石をきわめて多重に合む      良 好 (289) ,7

32 318ヽ 14  第 2貝 日 I C4深 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ    沈 線文 章Ⅲ突列点文/沈 線文/―    灰 黄柏 (101116/2)/にぶい拒 (7 5YR3/4)  祖 砂粒 (l mnt)角 閃石        良 町      15

33 264 Al J  第 2貝 日 正C4擦 鉢   向 縁部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 擦文/刻 日文        灰 式描 ([Oll15/2)/にぶい黄燈 (10116/3) 長 石 角 閃石 有 英          良 好      38 外 器面に無付着

31 295112  第 2貝 屈 正d“採鉢   口 揚～顕部 ナデ/ナ デ    沈 線文 刺 突蓬点文/沈 線文/刻 目文  灰 黄神(101116/2)/褐灰(10R6/じ      長 石 (餃細地)            良 研      51

15 180A12  第 2貝 層 ll c4繰鉢   口 線部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刻 日文        に 本い☆燈dOYR7/3)/に ぶい黄電 (10YR6/3)長石 組 砂粒 (lm)         良 好       58 料 形の憂みが著しい

10 271本 13  第 2貝 層 唖 d4裸 鮮   日 禄部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刻 日文       灰 掲 (751R4/2)/掲 (7;R4/3)     石 英 長 石 角 閃石 滑 石      良 F      J2 夕 rt有 (1箇 所)

37 163本 13  第 2貝 層 正  探 鉢   頭 ～日部  ケ ズリ→ナデ/ナ デ 沈線文/沈 線文/―           に ぷい黄燈 (101R7/2)/にぶい黄ほ(10117/3)長石 石 英 角 関石          良 妊       52

38 244A14  第 2貝 層 Ⅱ  深 鉢   日 禄～開卸 条慎一ナデ/ナ デ  沈 線文/沈 線文/―           に ぶい燈(5YRO/4)/に 本い燈 (3YR6/4)  石 英 砂 粒 去 石           良 町 (292) 111

30 270A15  第 2貝 樽 lE 深 鉢   胴 部    ケ ズリ→ナ亨/ナ デ ー/沈 線文/―             に ぶい黄稔 0 0YR7/8)/に ぶい糧 (7 5YR?/4)長 石 角 閃石 砂 粒 滑 石をほかに含む 良町      79

10 247A13  第 2貝 層 コ  解 鉢   陶 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―             に 本い褐(75 Rヽ6/3)/神 灰 (7 5TR5/1)  長 石 角 閃石             良 町      12[

11 18 ヽ 13  第 2貝 層 ll 深 鉢   頬 部～胴郎 ケズリーナデ/ナ デ 枕線文/沈 線文/―           に 本い褐(751R5/4)/灰 褐(51R4/2)   験 H_(2～ 3m)長 石 角 閃石 石 英 良 好      80

12 105A18  第 2貝 層 Ⅱ  深 郎   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―             に ぶい拍 (7 5VR5/3)/灰掲 (7馬YR5/2)  石 英 長 石 角 閑石 砂 Hj       A好  (212) 75

48 129A14  第 2貝 層 Ⅱ  擦 鉢   隔 郎    ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/―             に ぷい資構00‖ 7/3)/に ぶい黄槍 (10‖74)長 石 角 閃石 く依細粒)       良 好       96

11 ‖ 3ヽ 12  第 2真 屈 Br 裸 外   日 部    条 痕―ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             に ぷい福(7 5YRS/8)/抱 灰 (7 5YR4/1)  長 石 (領剰粒)            良 毎       88

15 171 A134 第 2貝 日 IE 深 鉢   卿 部下半  条 寝‐ナデ/姿 慎‐ナデ ー/沈 線文/―             に ぶい燈 (51R3/4)/に ぶい糧 (5γRO/1)  石 英 長 石 (敏綱粒)         良 好       78

16 130A13  第 2貝 層 Ⅱ  深 鉢   胴 郎    ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―             に ぶいほ(10YR8/4)/に 本い種 (10R6/4) 石 英 長 石 角 閃石          農 好      47 外 鞘面に煤付着

17 21l Al l  第 2貝 層 Ⅱ  深 鉢   用 ～底部  条 痕→ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             に ぶい褐(7,VRO/3)/に ぷい燈 (5R6/4) 石 英 砂 粒 長 F           良 年 (183) 73

lⅢ 2J5 11 3 1 第 2貝 層 皿  探 算   は 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―             に ぶい黄燈 (10R7/8)/に ぶい紀〈7 5TR7/8)石 英 砂 粒 角 閃石 単 石      良 好 025) 26

19 228A15  常 2R層最Ttt ll c5深rt  日 縁～胴郎 ナデ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/―           灰 褐 (75R6/2)/灰 福 (5YR4/2)     石 英 長 石 角 閃石          Arf(lo 2) 104 外 器面にAl付着

50 17Jヽ 13■  好 2員唇置下朽 I c4採 鉢   口 縁部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/刻 目文        に ぷい黄優00YR7/3)/灰 褐 (7511t5/2)  石 英 砂 粒              良 好      i3
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A14  第 2R層最下奇 皿 a4深 鉢

Al巧   常 2貝層最下旬 lI 深 鉢

A14  常 2員層最下旬 lE 深 鉢

A14  路 2婦 最Ftt l c4深 鉢

A15  第 2購 最下胡 IE 探 鉢

1ヽ3  褐 色土層 II c2深 鉢

A13  褐 色上層 Ⅱ d2深 鉢

Al l  褐 色上層 I o2深 鉢

A18  褐 色土層 肛  深 鉢

A13  格 色土層 Ⅲ  深 鉢

A13  掲 色土層 Ⅱ  深 鉢

m‖ 喜結部 第 1貝 層 ll 深 鉢

H報 を格部第 2員 層 Ⅲ c4深 鉢

間 m喜路部 第 2員 層 31b2深 鉢

H‖ 達格部 第 2貝 層 I C2深 鉢

H‖ 達鷺部 第 2貝 層 m 深 鉢

村田選樽部 第 2貝 層 I d4深 鉢

村田選精部 第 2貝 層 I c2株 鉢

出対遜格部 第 2貝 層 皿  深 鉢

‖判達結部 第 2貝 層 Bl 深 鉢

‖ n選結母 第 2貝 層 I I‐ k鉢

‖刊遷結離 第 2貝 層 Ⅲ  深 鉢

‖い喜結部 第 2貝 層 I 深 鉢

m‖ 直結部 第 2貝 層 ll 探 鉢

H‖ 連絡部 第 2貝 層 I 深 鉢

日稼～胴部 ケズリ→ナデ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

頸～胴部  ケ ズリ‐ナデ/ナ デ

日爆～胴部 条痕‐ナデ/ナ デ

胴部    ケ ズリ‐ナデ/ナ デ

日経部   ナ デ/ナ デ

日縁～頸部 条痕→ナデ/ナ デ

日縁部   ナ デ/ナ デ

隔部    ケ ズリーナデ/ナ デ

胴部    条 痕→ナデ/ナ デ

胴部下半  条 痕→ナデ/ナ デ

胴部    ケ ズリ→ナデ/ナ デ

ロ縁～顕部 条4R→ナデ/ナ デ

ロ縁～顕部 ケズけ 条痕→ナデ/ナデ

日縁～胴部 ケズリ→ナデ/ナ デ

ロ縁部   ナ デ/ナ デ

日緑～頸部 ナデ/ナ デ

日縁部   ナ デ/ナ デ

Л同部    ナ デ/ナ デ

胴部    ケ ズリ→ナデ/ナ デ

項～胴部  ナ デ/ナ デ

胴部    条 痕→ナデ/ナ デ

胴部    ケ ズリ‐ナデ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

沈線文/沈 線文/―

―/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/刻 目文

―/沈 線文 刺 突連点文/―

沈緑文/rt線 文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

沈線文 刺 突列点文/沈 線文/刺 突列点文

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

―/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/一

沈線文/沈 線文/刻 目文

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

にぶい黄燈(10TR7/3)/に ぷい☆植 (10YR7/4)

にぶい☆緯 (10YR7/3)/に ぷい槍 (7 5YR7/4)

にぶい燈 (7 5YR7/4)/に ぶい種 (7 5YR7/4)

にぷい黄植 (101R7/3)/に ぷい☆滝 (10TR7/4)

にぶい掲 (7 5YR6/3)/灰 黄褐 (101R6/2)

灰黄桐 001R5/2)/褐 灰 (101R4/1)

にぶい黄栓 (101R7′2)/に 本い黄塘 dOYR7/2)

にぶい種 (751R74)/槍 (51R6/6)

にぶい俺 (7 5TR6/4)/績 (31R6/8)

浅黄槍 (10TR8/3)/灰 黄褐 (10YR8/2)

浅黄槍 (10】R8/3)/福 灰 (10】R4/1)

にぷい黄槍 (10YR6/3)/褐 灰 (101R5/D

灰黄褐 (10YRO/2)/灰 黄褐 (10YR5/2)

灰黄福 (10YR5/2)/褐 灰 (10YR4/1)

桐灰 dOIRS/1)/褐 灰 (10R4/1)

ほ (51R7/8)/褐 灰 (7 5YR5/1)

灰黄祖 (10YR6/2)/に ぶい黄燈 (10YR7/3)

灰黄摘 0 0YRS/2)/灰 黄褐 (10R6/2)

にぷい責種 (10YR3/3)/灰 桐 (751R5/2)

にぷい褐 (751R5/3)/に ぶい桐 (751R5/3)

にぷい黄績 00R7/3)/灰 黄褐 (101RO/2)

灰黄縞“OIR5/2)/掲 灰 (19YR4/1)

にぶい植 (7 5YR8/4)/灰 細 7 5YR5/2)

に本い種 (7 5YRO/4)/灰 褐 (5YR5/2)

にぶい褐 (75R6/3)/褐 灰 (751R4′ じ

78

80 外 器面に煤付着

70

188

73

28

61 器 形の歪みが著しい

4 2

118 外 3S面に縄付着

89

82

112

48 外 器面に煤付着

51  算 孔有 (1箇 所)

102

良好

良好

良好

良好 (241)

長好 (311)

良妊

良好

農好

良好 (286)

良好

良好

良好 (266)

良好

良好

良好 (226)

長好

良好

良好

良好

―

ミ

ー
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親
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61   127

6 8  1 9 5

69   17

70   13

71   227

74   28

75   tt4

９ ２

　

　

２４ ６

(1～ 3m)角 閃石 良 好

良好

良好

5 5  外 器面に媒付着

6 4

5 5

7 5

107

100

80

134 外 器面に縦付着

127  外 器面こ燎付章 ほ面に作業台痕跡

9 8

良好 (3041

良好

良好

油

０
冊
　
産
性
郎
§



第 4表  縄 文土器観察表 3

匿
卜
陣
§
轟
油
洲

寺韓
高

＞

存

伽

残

く呼離ｍ
咸焼

埜

点

Ｂ

地

刑

号

来

書

臼

号

挿

番
層 位  分 類  tB■ 残存部位

76 230村 ‐82選接部 第 2貝 層 I 深 鉢   隔 ～底部  ケ ズリ‐ナデ/ナ デ ー/沈 線文/―             に ぶい☆ほ 001R7/4)/に ぷい黄IC(10VR7/4)長石 角 閃石             良 好  027) 101

77 134‖ 相とお観 第 2貝 層 BI 採 鮮   偏 部    条 痕―ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             に 本い黄構 001R7/3)/に ぷい慢〈751R7/4)長 石                 真 町      107

78 348m刊 とお厳第 2貝 層 II 深 鮮   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―             に ぶい陶(751R5/3)/に 本い褐 (75‖ 0/3)組 砂杜 〈1山 )雲 母         良 妊       48

79 352m‖ 選結部 第 2貝 層 I 深 鉢   嗣 部下半  条 rE―ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             に ぶい賞lE(10R7/3)/灰 黄欄〈10R5/2) 極 砂粒 (lm)長 石 角 閃石     良 年      16

80  1 A4   混 貝土層  I 深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ナ デ/押 型文/―            燈 (5YR3/8)/に ぶい俺 (7研 RO/4)    角 菌石 石 英 細 砂～韓粒 (1～ 3m)良 好      07

81 273A5   混 員上層 Ⅱ bl深 鉢   日 爆部   条 痕→ナデ/ナ デ  ー /格 土祉貼付文/粘 上紐貼付文    に ぶい☆機 (101R6/4)/にぶい黄rg ooYRO/4)長石 角 閃石 砂 粒          良 好      47

82 277A2   混 員上層 I c2深 外   口 禄部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/莉 突連点文     に 本い4E(75服 7/4)/に ぷい☆燈 0眺 7/1)石 英 角 関石             良 好      37

83 313A3   還 逝 段Ftt I 深 鉢   口 縁～硯部 条痕→ナデ/条夜‐ナデ ー/爪 形文/爪 形文          に ぷい☆ね 001R5/3)/に ぷい出 (751R5/3)角 閃石 粗 砂粒 (lm)       良 好 (230) 85

84 00 A2   混 貝土層 I 繰 体   胴 部   条 痕…ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―             に ない☆植〈10粗7/4)/に ぷい糧 (7 5RO/4)石 英 長 石 角 閃石 (依細粒)    良 好      81

85 55 15   混 貝土層 VJ操 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ     ー /― /刻 目文            相 灰 001R4/1)/縞 灰 (10YR5/じ      角 閑石 石 英 砂 粒          農 好      68

88 314A3   混 貝土層 ■  浅 外   胴 部下半  ケ ズリーナデ/ナ デ ー/沈 線文/―             に ぷい悔〈7 5YRS/4)/灰 網 (751R5/2)  組 砂粒 (1～ 2m)石 英 雲 母    長 年      32

87 12 A3   呂 REEFtt V b探 鉢   日 禄部   条 長一ナデ/ナ デ  ー /沈 線文 潟 文/劇 目文       に ぶい黄績 (19173)/に ぶい☆に09R7/3)角 閃石 紐 砂粒 (1口 )       員 好      55

88 888A2   混 貝土層 V“ 探鉢   日 壊～頚部 ナデ/ナ デ ミガキ ー /― /燿 文             黄 灰 (2515/1)/栂 灰 (101R4/1)     長 石 石 英 角 閃石          真 町 (285) 88

89 181 A5    純 貝層  V 深 鉢   日 爆～頚部 条痕→ナデ/茶慎→ナデ ー/沈 線文/―              灰 ☆柏 001R3/2)/掲 灰 (10YR5/D     角 閃石 長 石              真 好       50

90 17 A5   純 貝層  V 裸 鉢   日 標～項部 ミガキ/ナ デ‐ミガキ ー/回 線文/―             暗 灰☆(2515/2)/網 灰 (10YR4/じ     長 石 角 閃石             良 好       60

91 115ヽ 5   純 貝層  Ⅵ  海 外   日 換～原部 ケズリサア/ケズリサテミ〃キ ー/― /―               灰 黄褐 091115/2)/にぶい褐 (75R3/3)  曝 粒 (5m)             良 好 080  141

92 23015   純 貝層  Ⅵ  深 鉢  頃 ～田部  夕 斉!ヨS,争
ケズリ/_/_/_              に

ぶい黄悔 00‖ 6/3)/に ぷい赤網 (5服5/4)角 閃石 滑 石 長 石 砂 粒      良 好 (286) 245

93 21l A4   末 掲色土再 ] 探 鮮   底 部    ナ デ/ケ ズリ ナ デ ー/押 形文/―             氏 黄描 (10‖5/2)/に ぶい糧 (7 5YR7/4)  長 石 角 閃石 石 英          中 腋 (158) 31

94 330A2   茶 掲色土日 I bl ttnt  日 繰部   条 腹→ナデ/ナ デ  ー /粘 土紙貼付文/―          増 (2 5YR3/8)/燈 (51R6/6)       垣 砂粒 (lm)滑 石を多く含む    良 好      52

95 208A2   茶 褐色土日 Ia深 体   胴 部    条 痕/条 な     一 /― /―               に 本い植 (751R3/4)/に ぶい褐 (7 5YR5/3)長 石 角 閑石 〈微細紅)       良 好      80

03 8 A123 環 褐色士再 I d ttat  日 最部   ナ デ/ナ デ     ー /沈 濠文 刻 目文/刻 目文     に ぶい赤褐(51R3/4)/灰 褐 (31R4/2)   雲 母 長 石 角 閃石          良 好      46 外 器面に盗付お

9? 92 A2   茶 褐色土層 I c2深 鉢   口 縁部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/刺 突列点文     灰 ☆48001R5/2)/褐 Fk(101R4/じ     角 閃石 〈微細粒)           良 好      38

9R 50 A2    索 縄色土幅 I c4漂 鉢   口 最部   ナ デ/ナ デ     沈 線文 連 続制突文/沈 線文 連 続刺突文/― itぶい黄担00R73)/に ぶい☆植 (101R3/3)石英 長 石 角 閃石          良 ,       45

99 63 A2   末 褐色土層 Ⅱ45深 鉢   回 線部   条 痕→ナデ/ナ デ  沈 線文 刺 突達点文/沈 線文/刻 目文  灰 ☆栂 (10YR5/2)/に本い黄種 (10YRO/‖) 石 英 角 閃石 碑 粒 (4m)     良 好       54

100 17212   本 掲色土E ll■2漂 at  口 縁部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刻 日文        に ぶい侵(75R7/4)/に さい4E(7 5YR7/4)長 石 角 関石 (徹劉粒)石 英     良 好       28

器面田整

く内面/外 面)

文 峰

(内面/外 面/口 様端部)

色 爾

(内面/外 面)
胎 土

―

料

―



第 5表  縄 文土器観察表 4

挿国 実現

番号 番号

器面日整

(内面/外 面)

色 隠
〈内面/外面)

聴 土 考特
高

＞

存

ｍ

残

く

呼

厳

ｍ

成焼
査

点

目

地
層 位  分 類  輯 ll 残存部位

文 様
〈内面/外 面/口 縁培部)

1 0 ] 1 6 9

102  187

103  280

104  170

牌

逆

肥

脱

茶掲色上日 皿 o2深 鉢

末綺色上日 皿●4深 鉢

末掲色上日 I d4深 鉢

莱掲色上日 IE 深 鉢

混員土層 Vb深 鉢

混貝土周 Va鉢

混貝土層 VJ鉢

純貝日  I 操 鉢

純員層酉開 Vb 裸 鉢

純貝周  Vこ 鉢

純貝石上部 Va 鉢

純貝層  Vb深 外

純貝層  V● 鉢

純民層  Vb(高 )好

純民日函卸 Vo鉢

純員層  Vb探 鉢

円民属上郎 Va at

純貝日  Ⅵ  深 体

純員層上再 lT 漆 鉢

純貝用  Vb探 鉢

純員層  IV a深 鉢

純員日西開 Ⅳ b擦 鉢

削民層上部 Vb鉢

純貝層  Ⅵ ?採 鉢

純員層  Ⅵ ?深 鉢

栂灰 (10VR5/1)/に 本い黄績 (10YR7/3)

にぶい槍 (5YRO/4)/灰 褐 (5γR5/2)

にぶい☆lE001R7/3)/灰 黄掲 (1硝R5/2)

にぶい☆松 001R7/2)/に ぷい☆ほ (10TR7/3)

にぶい☆槍 001R6/3)/に ぷい褐 (751R6/3)

灰☆褐 (10YR7/2)/に ぷい褐 (75服 5/3)

にぷい相(7 5YR3/8)/灰 褐 (7 5YR4/2)

にぶい檀(7 5YRO/4)/に ぷい槍 (5服6/3)

灰褐〈7 5YR3/2)/に ぷい褐 (751R3/3)

灰柏 (7 5YR5/2)/に ぶい黄槍 (101RO/3)

棺〈51RO/8)/に ぷい赤ほ〈5‖5/4)

褐灰 (,OYR3/1)/に ぷい黄種 (10‖6/3)

黒褐 (751R3/1)/黒 褐〈751R3/2)

灰☆拍 001RO/2)/に ぷい資lg(10W7/3)

褐灰 (10YR4/じ /灰 黄褐 (10粗5/2)

担灰 0 0YR4/じ /に ぷい績 (751R3/4)

に本い☆褐 (101R5/3)/褐 灰 (10YR4/D

組灰 (7 5YR4/じ /灰 褐 (73服 5/2)

褐灰 001R4/1)/に ぶい燈 (2 31RS/4)

灰掲 (75‖ 5/2)/褐 灰 (75‖ 5/1)

灰褐 (75R3/2)/に ぶい褐 (75R5/3)

褐灰 (10VR4/D/褐 灰 0い R5/1)

褐灰 (7 8YR4/D/褐 灰〈75R5/1)

灰☆褐 dOYR6/2)/灰 黄褐 (10YR6/2)

灰網 (75‖ 5/2)/褐 灰 (751R6/1)

49

Si 外 器面一部に娯付着

5 5

3 0

40

121

38

40

30

8:  一 部に抜熱瓢窪痕有

88

■8  日 禄部に赤色顔料有

6 8

日繰部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/刺 突列点文

日縁部   ナ デ/ナ デ    押 弓文/沈 線文/,Ⅲ突列点文

口縁瀬   条 痕→ナデ/ナ デ  押 引文/沈 線文/刻 目文

口禄～嗣部 ケズリーナデ/ナ デ 枕線文/沈 線文/―

口最～顕部 条痕→ナデ/4寝 ‐ナデ ー/沈 線文/―

口最部   ミ ガキ/ミ ガキ  ー /沈 線文 縄 文/刺 突連点文 沈 擦文

胴部    ケ ズリ‐ミガキ/ミ ガキ ー/枕 線文 縄 文 痢 突洸線文/―

胴～底部  条 痕→ナデ/条 痕  ― /― /―

Em3線部   ナ デ/ナ デ     ー /枕 線文/―

日禄部   ケ ズリ‐'テ ミガヤ/ナ|ミ 】キ ー/沈 線文 縄 文/刺 突列点文

日縁部   ミ ガキ/ナ デ→ミガキ ー/沈 棟文 縄 文/刺 突列点文

口縁部   ナ デ→ミガキ/ナ デ ー/沈 線文/―

隔部    ミ ガキ/ミ ガキ   ー /堀 文 tt線 文/―

口縁～胴部 ナデ‐ミガキ/ケズリ‐ナ■ ―/― /沈 線文 る 文

胴部上半  ミ ガキ/ナ デ ミ ガキ ー/沈 線文/―

回線～顕部 ケズリーナデ/ナ デ ー/沈 線文/―

胴部    ケ ズけ‐ナデ/ナデ‐ミ】キ ー/沈 線文/―

口縁部   ケ ズリ‐ナデ/ケズリ‐ナデ ー/― /―

日壊～田部 ケズリ■ビオj」tサ″ナ亨 ―/― /―

白禄～胴部 ナデ ユビオサエ/ナ デ ー/沈 線文/―

日猿～胴部 ケズリ‐ナデ/ナデ ミ"キ 沈線文/沈 線文/洸 線文

日縁～頬部 ミガキ ナア/ミガ|ナ デ ー/沈 線文/刻 目文

日縁部   ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/刻 目文

胴部    ケ ズリ‐ナテ/ナデ‐ミ"キ ー/― /一

胴部    ケ ズリ・|'/ケズササ■ミ】キ ー/― /―

長石 角 閃石             良 好

滑石を多とに含む 長 石 砂 粒     良 好

長石 角 閃石 lB石 をはかに合む    良 好 (238)

長石 角 閃百             良 好

長石 角 閃石 室 母 砂 粒       良 好

角閃rT 長 石 砂 粒          良 好

長石 角 閃石             良 好

望侵負紹崩梅阜賄 ♂ 為 瑞   良
好 は い

角閃石 (微細粒)           良 好

角関石 客 母 長 石          良 好

粗砂粒 (1申 )            R好

石英 角 閃石 糧 砂杜 (1～ 2m)  良 好 (140)

粗砂粒 (lm)角 閃石        長 年

砂粒                 良 好  014)

紅砂粒 (2m)角 閑石        良 好

角閑石 宴 母             良 好

組砂粒 〈i nm)角 閑石        良 好

長石 角 閃石             農 好 (229)

●粒 (7口)lt砂 ～瞑位 (1～8口)長 こ 角園石 良好  (172)

長石 雲 母              良 好  (343)

担砂粒 (1～ 2回 )長 石 角 閃石   良 好 〈175)

粗砂粒 (2 mn)芸 母 (微細粒)    良 好

長石 角 閃石             良 好

祖砂～陳粒 (1～ 3m)石 英     良 呼

紅砂粒 てlm)石 英 角 閃石     良 研

４９

２６８

２６７

３０

８９

榊

―

さ

―

111  353 A6

120  385 A7

123  270 AS

解

ヤ

Ｗ

Ａ７

・７

Ａ６

拘

３６９

８５

３５０

３９

３５７

内締面に盗付着

門

　
　

■

Ａ７

　

　

Ａ７

３６６

　

　

７３

138

4 5

90 避
ｏ
＝
　
Ｅ
け
陣
き
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Ｅ
■
鵬
ぎ
闘
精
難

考的
高

＞

存

ｍ

残

く呼醸ｍ
成焼

〓

点

コ

地

調

号

実

番

国

号

揮

書
胸 二

器面コE
〈内面/外 面)

支 偉

(内面/外 面/口 み増部〕

色 ヨ
(内面/外 面)

層 位  分 類  毒 理 残す部位

126  329 17

127  367 17

純貝層  Ⅵ ?深 鉢

純員再  Ⅵ  深 鉢

"貝 周  W'深 鉢

掬貝層    深 鉢

純貝層    採 鉢

純員層    深 鉢

純員層    深 鉢

れ色上層 Ia深 鉢

末褐色土層 I■  鉢

☆絶 1岳士傷 I b2 操 鮮

末穐色=層 I b2深 鉢

環縄色上目 ■b2探 鉢

末掲色ユ層 I`深 鉢

宗常色」再下ほ II d 深鉢

掲色土日 Ⅱ a深 鉢

■色18TS  II  深 鉢

【IEl,F`  ]  深 鉢

網色土層  ]鉢

末褐色土層 Id探 鉢

褐色土層  I 採 鉢

不明   I 深 鉢

不明   lE c4深 体

不明   lE a4深 鉢

不明   皿 ■5深 鉢

不明   I c4深 鉢

胴部   ケ ズリサテミ打ヤ/ナ'・ミ】十 一/― /―

口ほ～同部 ケズリ/ケ ズリ→ナデ ー/― /―

日郎   ケ ズリ‐ナ7‐//ナア‐ミ】キ ー/一 /―

嗣部下半  ケ ズリすデエピオサエ/ナア ー/一 /―

底部    ナ デ/ケズリヽ ナデ ミ"キ ー/一 /―

掲灰 (75服 5/1)/福 灰 (75R5/め

灰☆福 001R5/2)/灰 資桐 00R6/2)

長石 角 閃石 石 英 粗 砂粒 (l nln) 真 好

粗砂～磁粒 (1～ 4 mn)雲 母 角 閃石 真 年 (308)

長石 石 英 角 閃石         良 好

122

183

２８

２０

３０

３‐

３２

鞘

０１

０９

９

０２

館

２３

‐０

拙

３５

８６

８７

３８

８９

４０

１

∞
０
１

３２７

ｍ

２３８

８７

318 A7

358 A7

303 A0

71  A7

133 17

5  17

底部    ナ デ/ナ デ ―/― /―

開～底部  夕射こで所キ
ユビオサエ/ ~/~/_

にぶい☆構00R3/3)/灰 黄褐(10R8/2) 角 閃石 石 英

にぷい赤ね (5R5/4)/掲 灰 (5VR4/1)

[ 7 5

9 8

8 4

4 0

0 2

4 7

5  1

7 8

7 8

6 5

80

32

47 努 孔有 (1箇 所)

6  1

4 8

9 9

4 5

8 8

7 7

51  外 掛画及び内器面に燦付着

2 7

57 外 溺面に媒付着

よ5

良好

灰網 (751R5/2)/に ぶいれ(■51R5/3)  角 閃石 長 石 瓶 砂粒 〈lⅢ )    良 , (203)

桐灰 (7 5YR5/0/灰 掲 (75‖ 0/2)    組 砂粒 (1～ 2m)石 英 角 閃石   良 好 (99)

にぶい☆棺 (101R6/3)/にぶい☆構 00R3/3)雲 母 長 石 (徹細粒)        良 好 (99)

灰黄 (2517/2)/灰 掲 (75斌 0/2)     長 石 〈缶細粒)            良 好 006)

にぶい☆lE001RS/3)/に ぶい黄程 001R731石 英 長 石 角 閃石 臨 粒 (3m)  良 好 028)

に本い黄棺 001R7/4)/灰 黄褐 (101R5/2) 長 石 角 閃石 ほ 粒 (夕～ 3m)   良 好

口8郎   ナ 7~/ナ デ

胴部下半  ナ デ/ナ デ

日縁～顕部 条痕/条 頑

頭部～目部 条痕/条 掟

顕～原部  条 痕/条 疫

一/押 型文/―

―/押 型文/―

―/隆 起帯文/―

―/隆 息特文/―

―/隆 起構文/―

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

―/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/再 突逮点文

にぷい経 (731R3/4)/に 本い指〈7S漁 5/8)雲 母 長 石 紅 砂取 (1‐ )角 閃石 石 英 良仔

にぶい48(7 rJIR3/4)/種(5RI/0) 滑石を多こに合む 角 閃石      真 好

,45  40

149  276 Al

150  275 Al

A 6

A3

A6

A7西弾

A7西増

A6

A7

A6

t7

17東田

A】-3

Al-3

日壊部   条 痕→ナデ/条 痕  ― /― /―

日緑部   条 痕‐ナデ/茶 は‐ナデ ー/― /―

口格部   条 痕→ナデ/奈 頑  ― /― /―

―/― /―

日郎    ナ デ/条 慎→ナデ  ー /― /―

肩～周部  ケ ズリ‐ナア/茶は ミ】キ ー/― /―

日榛部  ナ デ/ナ デ ―/爪 形文/一

底題   ナ デ/条 痕→ナデ ー /― /―

口禄部   条 痕→ナデ/条衰‐ナデ ー/― /―

にぶい☆把(10hRS/3)/灰黄抱(10R,/2) 長 石 角 閃石 瓶 砂粒 (lm)    真 好

にぶい☆植(101R6/4)/にぷいね(7 5YRo/4)壇砂粒 (lm)滑 石をはかに合む   真 好

掲灰(75服4/1)/にぷいほ(ヤSYRI/2)  角 閃石 (領細粒)           良 好

にぶい☆絶(10117/2)/にぶい植〈75眼7/4)長石 石 交 角 閃石          良 好

にぷい☆植(101R6/4)/にぶい租〈7 51RO/4)角閃石 石 英 瓶 砂粒 (2口)    良 好

にぶい網(751R5/3)/にぶい栂(7 5YRO/3)角閃石 長 石 砂 粒 滑 石をほかに倉む 良好

にぶい☆機(10服8/3)/掲灰(101R5/け   長 石 角 閃石 砂 粒          良 好

日郎   ナ 7~/条 痕

☆灰(25ヤ4/1)/灰☆褐0船 3/2) 長石 察 母 (領担粒)細 ゆ～醸粒 て1～ 3■ )真 好 〈90)

３ ‐５

　

　

５４

　

　

２７４

口標郎   ナ デ/ナ デ

回線部   ナ デ/ナ デ

ロ燥部   ナ デ/ナ デ

日は離   ナ デ/ナ デ

にぶい☆ほ(101R7/2)/灰☆掲001■3/2) ほ 粒 (4口)曇 母

にぷい☆棺001R7/8)/にぷい☆構(10YR7/3)角閃石

黄灰(25Y5/1)/☆ 灰(25V5/D

ほ(5‖3/8)/にぶい燈(75R3/1)

良竹

良好

石英 長 石 砂 粒          良 呼

石英 長 石 砂 粒 角 因石      良 好

にぶい褐 (751R5/3)/に ない燈 (7 511tS/4)長 石 角 閃石 砂 粒 滑 石      良 好
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号骨廓ω
呼睡０

成焼
査

点

日

地

コ

号

菓

書

口

号

打

書 騎 土
器面輝整

(内面/外 面)

文 棟
〈内面/外 面/口縁培淳)

色 目

〈内面/外 国)
層 位  分 録  母 ほ 残存部位

1 5 1  2 8 5 A 1 2

152  347 Al-2

153 研  A7東 al

154   58  A2

155  292 Al-2

158  88  A7

157  284 Al-2

158  ol  A2

150 200A7東 側

180  84  B

181  90  B3

102  242

183  24

184  2'7

185  251

100  108

167  80

168  79

169  257

lE 深 鉢

皿 深 鉢

台付||?

at

採鉢

Vb深 鉢

VI 深 鉢

開部    ナ デ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

脚部    ナ デ/ナ デ

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/― /―

良好

良好

良好 (84)

良好

良,

良好

良好

良好 (238)

良好

良好

農好

良好 (244)

良好

真好

真好 (175)

良好 (240)

良好

長野

良j7

良妊

良好

真好

良好

良好 (254)

良好

不明

不明

不明

口縁～顕部 ナデ/ケ ズリ→ナデ ー/― /刺 突列点文

口機～胴部 ケズリ‐ナデ/ケズリ‐すデ ー/爪 形文/―

口様～願BIナ デ ミ ガキ/ナ デ ー/沈 8文 /沈 線文 刺 突文

日8～ 環部 ナデ ユビオサエ/ナ デ ー/用 突文 )沈 線文/―

にぷい☆ほ(10YR7/3)/灰 貴褐 00‖ 5/2)

にぶい☆檀(10YR3/3)/灰 資掲●船 5/2)

にぶい描 (751R5/3)/に ぷい槍 (75服 0/4)

灰掲〈75粗 5/2)/灰 褐〈751R5/2)

に本い赤褐 (51R4/3)/灰 褐 (51R4/2)

栂灰 aOIR4/1)/に ぷい黄lE〈〕OIR5/3)

にぶい棺 (5粗8/4)/に ぶい赤褐 (5R5/4)

掲灰 (75粗 5/1)/褐 灰 (10YR4/1)

にぶいれ (75R5/4)/に ぶい赤網 (5R5/4)

にぶい☆植 001R6/3)/掲 灰 (10R4/1)

褐灰 (10YR4/じ/に ぶい黄燈 (10L R6/8)

灰☆褐 00R3/2)/褐 灰 (101R4/D

灰網 (5粗4/2)/褐 灰 (5R4/1)

54 外 器面に煤付者

58

50

58

67  舛 掛面に卓付着 野孔有 (18所)

&3

は1

3 5

5 2

3 3  外 器面に燦付着 ?

8 6

1 0 3

4 9

45 外 器面に煤付者

93

53

40

59

50

50

57 外 器面に煤付若

41  穿 孔有 (1面 所)

49 外 樹面に煤付者

3 8

8 9

不明   Va?深 鉢

不明

不明

不明

不明

不明   It b深 鉢

表上層  jlll b4深鉢

第 1貝 層 lr ns深併

第 1貝 層 lE c4擦体

第 1貝 層 BI o4深鉢

第 1貝 層 IV■ 深鉢

第 2貝 層 I d2浅 鉢

第 2貝 層 I B5深 at

第 2貝 目 I c2深 鉢

第 2貝 層 I□2深 鉢

第 2貝 層 lE B4深い

第 2員 層 皿 o2深 体

第 2貝 層 185深 鉾

第 2貝 層 I C2深 鉢

第 2貝 層 I o2深 鉢

第 2貝 層 I c2漂 ||

第 2貝 層 lE o5漂鉢

日ほ部  ナ デ/ナ デ ―/― /―

日様部   ナ デ/ケ ズリ→ナデ ー/沈 線丈 刺 架列点文/―

日禄郎   ナ デ/ナ デ 沈練文/沈 線文/刻 目文

( 1 ～ 3  n a )

―

蟹

―

口縁郎   ミ ガキ/ナ デ    ー /沈 線文/一

172 102 81

口ほ～日都 ナ7~/ナ デ

ロ様師   ナ デ/ナ デ

ロ様～願郎 ナデ/ナ デ

日線～胴部 ナデ/ナ デ

日様部   ナ デ/ナ デ

日様郎   ナ デ/ナ デ

ロ禄～顕部 ナデ/ナ デ

ロほ郎   ナ デ/ナ デ

ロな部   ナ デ/ナ デ

日様部   ナ デ/ナ デ

ロ様部   ナ デ/ナ デ

日様部   ナ デ/ナ デ

ロ禄郎   ナ デ/ナ デ

ロな部   ナ デ/ナ デ

―/沈 線文/―

沈線文/成 中文/刻 目文

沈凛文/沈 線文/沈 線文

沈線文/沈 擦文/刺 突列京文

―/沈 線文/All目文

―/沈 棟文/一

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

―/沈 線文/―

班韓文/沈 線文/刺 突列点文

沈線文/沈 韓文/刻 日文

にぶい槍(5YRO/4)/褐灰(7 5YR3/1)

にぷい☆4E(101R3/3)/に本い黄臼(jOIRO/3)

にない☆極〈け‖?/3)/灰 黄褐(10W S/2)

にぷい費(25Y3/3)/黄 灰〈2514/1)

にさい☆栂(10粗7/3)/灰黄褐(10R8/2)

にぷい佃(781R5/3)/褐 灰(751R4/い

桐灰GOYR4/1)/に ぶい植(7 5YR7/4)

にぶい☆檀(10R7/4)/灰 黄褐〈附‖5/2)

にぶいほ(■51R6/4)/にぶい橙く751■6/4)

灰☆担09R6/2)/に ぶい燈(73Y86/4)

沈線文/沈 棟文/親 突題点文

沈壊文/沈 線文/刺 突題点文

劇目文/沈 線文 刻 日文/沈 擦文 剤 目文 灰☆褐 (10YR3/2)/によい掲 (76‖ 5/3)

沈棒文 .刺 突選点文/沈 線文/刺 突題点文 にぷい☆槍 (101R7/3)/にぶい黄ほ(101R7′2)

( 1 ～ 2 D 遭

０
対
　
Ｅ
け
厳
き
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殴
け
前
ミ
踏
対
洲

考憶
高

＞

存

伽

残

＜呼薩ｍ
成焼

〓

点

揮

地

測

号

実

書

□

号

挿

香
胎 土

器面翻盛

(内面/外 面)

文 練

(内面/外 面/口 捺指部)

色 調

(内面/外 面)
層 位  分 頭  器 活 残書部位

170  193 82

177  138 82

178  183 83

179  182 82

180  214 82

181  126 88

182  238 81

188  197 82

184  77  BJ

185  38  81

186  36  81

187  222 82

188  259 82

189  212 82

190  154 82

1 9 1  2 1 8 8 1

192  232 82

193  303 81

194  300 82

195  334 82

196  98  82

197  104 82

198  23  82

199  106 Bl

200  229 82

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

第 2貝 層 血 c2深 鉢

第 2貝 層 lE b2深鉢

第 2貝 層 血 b2深 鉢

第 2貝 層 m c2深 鉢

第 2貝 層 ll d2深鉢

第 2貝 層 m c4探 鉢

第 2貝 層 皿 C2探 鉢

第 2貝 層 皿 c2繰 球

第 2貝 層 lE d3操鉢

第 2貝 層 皿 d2鉢

第 2貝 層 』 d4深 鉢

第 2貝 層 皿 d2深 鉢

第 2貝 層 皿 d2深 鉢

第 2貝 層 唖 d2深 鉢

第 2貝 層 唖●2深 鈴

第 2貝 層 Ⅲ●2深 鉢

第 2貝 層 狂 c2深 鉢

第 2貝 層 I d2深 鉢

第 2員 層 I c2深 鉢

第 2員 層 皿  深 鉢

第 2貝 層 皿  深 鉢

第 2貝 層 皿  探 鉢

第 2貝 層 皿  深 鉢

第 2貝 層 皿  深 鉢

第 2貝 層 I 深 鉢

回線～顕部 ナデー条痕/ナ デ

ロ縁～顕部 ケズリ ナ デ/ナ デ

回線部  ナ デ/ナ デ

回線部  ナ デ/ナ デ

ロ線～顕部 ナデ/ナ デ

回線部  ナ デ/ナ デ

ロ線～胴部 条痕→ナデ/ナ デ

回線部  ナ デ/ナ デ

日爆部  ナ デ/ナ デ

日緑部  ナ デ/ナ デ

日縁～胴部 ナデ/ナ デ

日繰～頂部 ナデ/ナ デ

ロ繰部  ナ デ/ナ デ

ロ縁～顕部 ナデ/ナ デ

日緑部  ナ デ/ナ デ

日緑部  ナ デ/ナ デ

日緑～顕部 ナデ/ナ デ

日爆部  ナ デ/ナ デ

日縁部  ナ デ/ナ デ

日縁部  ナ デ/ナ デ

日縁部  ナ デ/ナ デ

日縁～胴部 ナデ/ナ デ

胴部   ナ デ/ナ デ

頚～胴部 ナ デイナデ

頸～胴部 条 痕→ナデ/ナ デ

沈線文/比 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

北線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

沈線文/沈 線文/利 突連点文

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

長石 角 閃石 (微細粒)

長石 (微細粒)

角閃石 石 英 長 石

長石

長石 角 閃石 石 英

滑石を多重に含む

長石 石 英 角 閑石 滑 石を合む

長石 石 英 角 閃石 (微細粒)

滑石を多重に合む

長石 (微細粒)

楓砂粒 (1～ 2 mnt)

長石 角 閑石 砂 粒

長石 角 閑石 砂 粒

長石 角 閑石 砂 粒

長石 角 閃石

角閑石 長 石 滑 石を陰かに合む

長石 砂 杜 角 閑石

長石 石 英 滑 石

長石 角 閃石

長石 角 閑石

粗砂粒 (lm)角 閃石

長石 角 閃石 砂 粒

長石 石 英 雲 母 ?

長石 角 閃石

長石 石 英 角 閃石 砂 粒

35 夕 孔有 〈1箇 所)

61

51

89

79

84

186

34

38

38

150

48 夕 孔有 (1箇 所)

29

105

4 8

4 8

8 0

3 3

2 6

3 1

4 2

1 0 1

7 1

1 1  1

9 8

灰桐 (7 5VR5/2)/個灰 (7 5TR5/1)

灰黄褐 (10服6/2)/梢 灰 (19TR5/1)

にぷい黄橙●OR7/4)/に ぶい黄槍 (10YR7/4)

灰黄褐 (10粗5/2)/褐 灰 (10R471)

に本い黄槍 (10R8/3)/摘 灰“OYR5/め

にぶい構 (51R6/4)/に ぶい赤禍 (5R5/3)

浅黄植 (10R8/3)/禍 灰く10R5/1)

褐灰 00TR5/1)/摘 灰 (101R4/0

良好

良好 (276)

良好

良好

良好 07D

良好

良好  (319)

良好

良好

良好 (112)

良好 (280)

良好 064)

良好 057)

良好

良好

良好

良好

良好

良圧

良好

良好

良好

良好

良好

良好

沈線文/ml突 列点文 沈 線文/刻 目文  灰 黄禍 (10VR5/2)/灰 黄褐 001R5/2)

にぷい黄俺 (10R8/8)/に ぷい褐 (7 5YRS/4)

滋黄 (25Y8/3)/に ぶい黄種 (101R7/4)―
―
∞
〕
―
―

刺突連点文 沈 線文/沈 線文/刺 突運点文 褐灰 (751R471)/褐 灰 (7 5YR4/1)

沈線文 押 弓1文/洸 線文/刺 突連点文  槍 (7 5YR7/6)/に ぷい植 (7 5TR3/4)

rt線文/沈 線文/刻 日文

洸線文/沈 線文/刻 目文

洸線文/沈 線文/力1突列点文

沈線文/泥 線文/策1突遵点文

押引文/rt線 文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

洸線文/淀 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/―

押引文/た 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

灰黄 (25Y7/2)/に ぷい黄種 (101R6/3)

にぷい黄植 (101R7/4)/にパいま種●ORO/3)

にぶい黄栓 (10TR7/3)/にぷいね (7 5YR7/3)

にぶい損 (751R6/2)/黒 褐 (7 5YR3/2)

にぶい黄樽 (10R7/2)/灰 黄桐 (10YR8/2)

灰黄褐 (101R6/2)/褐灰 (10YR4/め

にぶい黄糧 001R6/3)/灰 黄桐 (10YR5/2)

にぷい黄糧 (10YR7/3)/褐灰 (10YR5/1)

灰黄抱 001R6/2)/に ぷい資糖 00YR7/2)

にぶい黄燈(10ヤR6/3)/灰 褐 (751R6/2)

にぷい責植 (10YR8/3)/灰 黄褐 dOIRS/2)

灰黄褐 001R6/2)/褐 灰 (101R5/じ
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挿四 実 Rl

密号 番号

器面調整

(内面/外 面)

色 調

(内面/外 面)
胎  土

査

占
一

鋼

地
層 位  分 類  器 種 残存部位

文 様

(内面/外 面/口 総崩部)
考臨

高

＞

存

伽

残

く呼睡ｍ
成焼

２７

３ ２５

‐‐１

‐２０

９３

２ ０７

３２２

榔

３３９

３３２

３４５

３４２

‐４

１

鶴
―

８２

８‐

慨

Ｂ２

３‐

８２

201 31 81

221  821 81

224  125 32

225  250 82

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 眉

第 2貝 層

第 2貝 届

第 2貝 層

第 2貝 腐

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2員 層

第 2貝 層

第 2員 層

第 2員 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2貝 層

第 2員 層

第 2貝 層

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 緑文/一

―/沈 線文/―

―/沈 線文/一

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文メー

ー/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/― /―

探鉢   胴 部

探鉢   胴 部

探鉢   胴 部

探鉢   胴 部

探鉢   胴 部

探鉢   胴 部

深鉢   胴 部

深鉢   胴 部

深鉢   胴 部

探鉢   胴 部

深鉢   胴 部

深鉢   隔 部

操体   胴 部

深鉢   胴 部下半

深鉢   胴 部

深鉢   胴 部下半

探鉢   胴 部下半

深ek  胴 部下半

深鉢   胴 部下半

深鉢   】 同～底部

深鉢   胴 部下半

深鉢   底 部

深鉢  底 部

深鉢   胴 部下半

擦aF  底 部

ナデ/ナ デ

条痕→ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

条痕→ナデ/ナ デ

条痕→ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

ケズリ‐ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

条痕→ナデ/ナ デ

ナデ/ナ デ

条痕→ナデ/ナ デ

条痕→ナデ/ナ デ

ケズリ→ナデ/ナ デ

ケズリ‐ナデ/ナ デ

ケズリ→ナデ/ナ デ

ナデ ユビオサエ/ナデ

条痕→ナデ/ナ デ

ケズけ‐ナデ/ケズリ‐ナ亨

にぶい黄I「
4 0 0VR6/3)/にぶい拍 (751R馬/め

福灰 (751R1/1)/に ぶい縞 (75R3/D

にポい赤褐 (5‖5/3)/に ぷい燈 (5YR6/4)

灰黄褐 0 0YRO/2)/にぶい褐 (751116/3)

にポい黄燈 0 0YR7/2)/灰 黄縞 00YR6/2)

にぶい黄燈 00 Rヽ7/3)/灰 黄摘 00YR5/2)

灰黄摘 001R5/2)/に ぶい網 (7 5TRS/3)

にぶい掲 (7 5VR6/8)/掲灰 (751R5/1)

灰黄絹●Oll15/2)/灰禍 (7 5YR6/2)

にぶい黄種 00R6/3)/に ぶい貫燈 (10TR6/4)

にぶい黄燈 (10‖7/3)/に ぶい黄槍 (10YR7/3)

にヽい黄ほ 101R73)/褐 灰 (10YR5/1)

にぶい燈 (75R6/4)/に ぶいね (7 5YR7/4)

褐灰 (751R4/1)/に ぶい褐 (751R6/3)

にぶい黄燈 (10YRS/3)/灰 黄褐 (10YR5/2)

にぶい槍 (7 5YR6/4)/にぶいに (5平R6/4)

にぶい禍 (751R6/D/灰 掲 (75R6/2)

にぶい黄格 0 0VR7/3)/灰 黄掲 00YR5/2)

にぷい槍 (51RO/4)/に ぶい赤福 (5YR5/4)

措 (5RS/6)/に ぶい赤掲 (25R3/4)

にぷい黄績 001RO/3)/灰 掲 (75粗 5/2)

褐灰 (75R4/1)/に ぶい燈 (7 5YR6/4)

灰黄褐 (101R6/2)/褐灰 (101R4/1)

灰褐 (7 5YRO/2)/穏灰 (75服 5/1)

にぷい績 (75服 6/4)/灰 格 (7 5RS/2)

慎石 言資 瓶砂Ml‐ 2m)埼 日1 情Iを憎かに合む 良好

長石 石 英 雲 母 藤 粒 (4 mm)消 石 良 好

滑石を多量に含む           良 好

長石 石 英 角 閃石 雲 母      長 好

長石 角 関石 石 英 砂 粒       良 好

石英 角 閃石 長 石 雲 母 砂 粒    良 好

滑石を多重に含む           良 好

滑石を多量に含む           良 好

長石 角 閃石 石 英          良 好

粗砂～撲粒 (1～ 3 DD)角 閃石    良 ″

粗砂粒 (l mm)石 英 角 閃石     や ll賞

粗砂粒 て】～ 2m)角 閃石      良 好

操粒 (6m)組 砂粒 (lm)角 閑石 雲 母 良好

角閃石 雲母 榛lI(2～ 3 DB)消石を僅かに合む 良 好

長石 角 閃石 雲 母          良 好

石英 長 石 滑 石           氏 好

長石 砂 粒 角 閃石          良 好

長石                良 好

滑石を多重に合む           良 好

長石 (微細粒)榛 粒 (6m)     良 好 (131)

石英 角 閃石            良 好

長石 角 閃石             良 好 98

長石 角 閃石 滑 石を僅かに含む    良 好

石英 長 石 雲 母           良 好

石英 長 石 角 閃石 滑 石      良 塚 (116)

62

59

85

78

43

80

88

61

55

76 外 器面に媒付着

51

53 外 器面一部に煤付着

3  1

2 7

14

85 外 器面に媒付着

64 外 器面に煤付着

8 8

8 5

5 0

5 3

68

4 2

Ⅱ

　

　

皿

Ｉ

　

　

Ｉ

Ｗ

ｏ
冊
　
Ｅ
け
剛
き
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睡
卜
陣
き
轟
測
朋

tl口真お

子号 書号

〓

点

日

均
層 位  分 類  器 8 残存B「位

器面翻奎
〈内面/外 面)

文 張
て内面/外 面/口 告増部)

色 コ

(内面/外 面)
騎 土

口笹/

確成  底 饉

〈cm)

鶴手百

(c")
考備

９９

剛

８３

３‐７

４

‐２

２

去

ｉ

■

226  150 82

２３

；

＆

Ｈ

‐９

２９，

３０８

７５

３２０

‐９８

８４４

第 2貝 層 Vb課 鉢

第 2貝 層   深 鉾

着2民日E下諄 145擦 体

第2只目下極 I d4探 鉢

第2RBE下ほ I c2漂 鉢

第2R8軒 ほ I c2深 鉢

第2員8B下ほ I 探 鉢

第2員月B下母 IE d4探 鉢

寓2刺8下寓 I 深 鉢

密2員88下母 I 深 IF

骨2畑 BF3 1 採 体

第2買日BItt lE c2採 伴

期購 itt I 採 lt

期民骨慮下瀬  I  深 幹

常2員層慮下ほ  I  深 幹

身2R将慮下ほ 口  擦 aF

桐色土層 I b ttat

褐臼日以下 II b2課鉢

褐出陽以下 皿  深 鉢

褐こ■F以下 コ b5深 鉢

絹色ittlT IE 漂 併

福も主層 md深 体

黒格色主吊 I 探 幹

褐色■居以下 I b4深 atl

褐EJ以 下 Ⅱ  深 鉢

日様部   ナ デ/ナ デ

はEr   ナ デ/ナ デ

日像～胴郎 ナデ/ナ デ

日禄部   ナ デ/ナ デ

ロ禄部   ナ デ/ナ デ

日禄～項部 ナデ/ナ デ

閣部    ナ デ/ナ デ

日標～阿部 ナデ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

―/沈 練文/刻 目文

―/― /―

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

充線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/用 突列点文

lP引文 沈 線文/沈 線文/刻 日文

―/沈 線文/―

押引文/沈 務文/刺 突列点文

―/沈 線文/―

灰拍(7 5YRO/2)/にぶいね(7 5YR6/3)  雲 母 (髄細粒)

にぶい黄糧“OVRO/3)/にぶい黄掩(101Rイ/3)石英 角 閑石 長 石 砂 粒

にぶい黄IE〈10VR7/4)/にぶい黄燈(101R6/8)長石 角 閃石 砂 粒

灰☆掲(10W8/2)/灰黄褐(19YR6/2)   長 石

にぶいね(7 5VR3/3)/にぶい燈(751R73)長 石 石 英 角 閃石

にぶい黄栂(191R7/2)/灰☆褐(10H15/2) 長 石 角 閃石

にぶい黄糧001R7/3)/にぷい黄燈(10‖?ノ4)角閃石 (微刺杜)

にぷい☆櫓001R3/3)/灰黄掲(10YR5/2) 砂 社 長 石 角 閃石

良好

良好 32

良好 (322)

良好 (178)

良好

良好 (298)

良好

良好 (203)

良好

良好

良好  084)

良好  (221)

良好  (200)

良,

良好

良好 (58)

良好

良好

真好

良好 (210)

真好

良好

良仔

良好

良好

穿孔有 0箇 所)

客孔有 (〕簡所)

52

J母

231  299

232   19

233  137

234  123

235  131

―

置

―

238

237

238

230

240

241

242

255

29

235

1

05

07

81

81

81

81

Bl

Bl

81

81

83

聞

B2

B3

83

82

81

2 4 9  2 9 3 8 3

250  94  聞

日部下半 ナ 7~/ナデ

臼告～胴師 ナ■/ナ デ

石奏 長 石 砂 粒

石☆ (領知粒)砂 杜

石英 長 石 角 関石

長石 石 英 角 閃石

長石 砂 粒 滑 石

1 8 3

19 2

174 外 器面に媒付着

4 0

4 7

8 1

3 4

39 努 ■ (1箇所)

77 外 器面に経付着

隔部下半  ケ ズリーナデ/ナ デ ー/沈 線文/―

灰福 (7 5YR,/2)/灰網(7 5YR6/2)

糧 (5YRe/8)/灰 ね (3YR3/2)

福灰〈51R4/1)/に ぶいほ (73R6/4)

lE(5YR3/6)/陰〈7 5YR7/8)

灰黄褐(10粗6/2)/灰資褐(Ю‖5/2)

―/沈 線文/―

沈線文/沈 擦文/莉 突列点文 にさい褐 (751■6/3)/に ぶい4E(75‖ 7/4)長 石 (微細粒)

にさい赤褐 (5YR5/3)/褐 灰 (5‖1/1) 石英 角 閃石 長 石日～田部 ケ ズリ→ナデ/ナ デ ー/沈 線文/―

胴部   条 頂→ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―

胴Itr下半 条 慎‐ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―

胴～底部  ナ デ/ナ デ

同部    ナ デ/ナ デ

日禄観   ナ デ/ナ デ

ロ禄～顕部 ナデ/ナ デ

ロ様～日部 ナデ/ナ デ

胴部下半  条 痕→ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―

口様～頭部 ナデ/ナ デ 刺突列点文/押 引文/刺 突列点文

明赤褐(5YR5/6)/にぶいほ(751R3/4)  角 閃石 石英 組砂粒 (lⅧ 未満)

にぶいほ(7 5YR7/4)/福灰(751R4/1)  石 英 長 石 角 閃石

にぶい植〈7 5YR7/4)/にさいほ(7 6YRO/4)石 英 玉 石

にぶい☆燈(10R7/3)/に ぶい燈(7 5YR7/4)石英 角 閃石

にぶい褐(75‖5/4)/灰褐く751R4/2)  石 英 砂 社 長 石

にぶい☆4E(‖照7/3)/にぶいま種001R7/3)長 言 角 閃石 石 英

にぶい☆栂〈町R7/3)/に ぶい黄植〈10YR7/4)石英 ■触 (2～3‐j 長石 師 石 (筑傾曲)

植(7 5YR70)/にぶい糧(751R74)灰網(7引■3/2)長石 言 葉 角 閃石

にぶい黄旭ぐ9取7/3)/にぶい黄糧(10YR3/3)長石 角 閃石 砂 粒

―/沈 線文/―

―/押 型文/―

―/隆 起竹文/―

沈壊文 伸 引文/沈 線文 押 引文

沈擦文/沈 線文/刻 目文

胴部    ケ ズリ→ナデ/ナ デ ー/沈 務文/―

日様部   ケ ズリ→ナデ/ナ デ tt線文/沈 線文/一

開部   ナ デ/ナ デ ―/注 線文/― にぷい植 (75‖ 74)/に ぶい褐 (751R3/3)石 葉 角 閃石 5 7
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挿口 実測

番号 番号
者特

高

＞

存

ｍ

残

く呼離ｍ
朋

〓

点

日

も
層 位  分 類  器 を 残存Brt

器面闘豊

〈内面/外 面)

文 襟

(内面/外 面/口 操崎部)

色 爾
〈内面/外面)

胎 二

７６

９６

‐８９

‐８５

251   74  33

121  83

307 83

188 83

201 33

員層   V b9深 at  □ 縁部   条 痕―ナデ/ナ デ  ー /刺 突文/―             灰 黄桐〈10YR5/2)/網 灰 (10R4/1)    砂 粒 石 英 雲 母 角 閃石 (微細粒) 良 好      43

員層   lE■ 5深 aF  臼 縁部   ナ デ/ナ デ     沈 線文,刺突連点ん /沈線文 刺 突列点文/― 福灰 (101R4/1)/に さい黄種 (101R3/3)   角 閃石 細 砂～韓粒 (1～ 4m)掃 石 良 好       61

員層   Il■ 2深 俳   口 縁部   ナ /~/ナ デ    沈 線文/沈 線文/刻 日文       糧 (5服1/6)/種 (7うR7/6)       石 英 長 石 角 閃石          良 好      27

貝層   lE c4深 俳   口 縁部   ナ 7~/ナ デ    沈 線文/沈 線文/刻 目文        に ぷい黄栂 (191R7/3)/に ぶい黄植〈10間 /2)長 石 石 浜              良 好      44

員層   コ C2深 鉢   口 巌～顕部 ケズリ→ナデ/ナ デ 沈線文/沈 線文/刺 架列点文      に ぷい黄植 (101R7/3)/灰 ☆掲 (101R3/2) 長 石 角 閃石             良 好      01

貝層   コ C4採 針   口 縁部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/刻 目文        に ぶい種 (751R6/4)/ほ 〈51R6/6)    長 石 砂 粒 滑 石を多工に合む    良 好      43 葬 孔有 (1箇 所 両 面穿め

員層   II C4探 鉢   日 縁～項部 ナデ/ナ デ    洸 線文/沈 線文/刻 目文        に ぷい種 (751R6/4)/掲 灰 (751R471)  角 閃石                不 良      50

貝層   口 d4探 鉢   日 綴部   ナ デ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/剤 突列点文      に ぷいな 1751R7/4)/に ぶい植〈75R741 長 石 角 閃石 石 英 砂 粒      良 好      39

貝層   口 o4探 鉢   日 縁～日部 ナデ/ナ デ    沈 寵文/沈 線文/刻 目文       黒 網く751R3/2)/灰 桐〈75R4/2)    滑 石を多■に含む           良 好      99 200と 同一佃体の可能性有

員層   Il 探 錬   胴 部    ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/―             灰 網〈7引 m/2)/灰 桐〈75R5/2)    滑 石を多■に合む           良 好      43

貝層   lI 深 録   胴 部    ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/―             灰 黄掲 (10粗6′2)/褐 灰 (10R5/1)    長 石 角 閃石 石 共          良 好      07 字 孔有 (1箇所)

貝層   lI 深 鎌   胴 部    ケ ズリ‐ナデ/ナ デ ー/沈 線文/―             に さい黄槍 (101R7/2)/褐 灰 (101R5/1)  長 石 角 閃石 (債細HFl        や 郁嵐 (228) 72

員層   Il 深 鉢   胴 部下半  ナ ブ/ナ デ    ー /沈 線文/―             に ぶい黄種く10R73)/褐 灰 (101R5/1)  長 石 石 英 角 閃石 砂 粒      員 好 (198) 122

貝層   Ⅲ  o2課 鉢   日 縁部   ナ ブ/ナ デ    沈 線文/沈 験文/刻 日文       灰 黄〈25172)/灰 黄 (2518/2)     長 石 石 英 角 閃石 雲 母      員 好      35

貝層   Il 深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/―             に さい黄種〈10R7/3)/に ぶい種 (■51R731角 閃石 石 英 紅 砂粒 〈2皿 )    良 好      55

不明   Ⅲ  o2課 鉢   日 標部   ナ ブ/ナ デ    沈 線文/沈 凛文/刻 目文        に ぷい赤掲〈側M/3)/灰 縄 1751R472)  滑 石を多とに含む           良 好      43

不明   Ⅱ 85深 鉢   回 線～胴部 ナブ/ナ デ    沈 線文/沈 線文/11突 列点文      に ぶい績 (25搬 0/41/れ 尿 (51rR5/1)   長 石 雲 母 石 英 角 閃=      良 好 (243) 103

不明  I b4深 鉢  日 ほ部  ナ デ/ナデ    沈 線文ノ批線文/刻日文       灰 黄福(101R6/2)/福灰(101R5/1)    長石 角閃石             真 好      34

不明   コ  深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ    ー /沈 線文/―             に ぶい☆櫨 (101R3/3)/灰 黄褐 (101R3/2) 長 石 石 英 角 閃石          良 好      59

不明   コ  課 鮮   胴 部下十一ほ部 ケズリ‐ナデ/奈痕→ナデ ー/沈 線文/―             に ぶい☆糧〈10田 ′3)/に ぶい黄績 (101R73)長 石 角 閃石 徹 細粒)滑 石を含む  良 好 (134) 37

第1貝層 Vb議 IH  日 擦～胴部 ナデ/ナ デ    ー /洸 線文 対 突文/―        網 灰く101R4/1)/にぶい貫横(101R3/3)  長 石 砂 粒 角 閃石         や 破 (136) 110 外 器面に赤色顔料有

第1貝層 Ⅵ  浅 鮮  日 爆～胴部 ケズリ‐ナデ/ナ ブ ー/― /―               ● x黄れ(10YRC/2)/にぷい☆種(10粗7/3) 角 閃石 長 石             良 好 (159) 50

第1貝層 Ⅵ  鉢    日 緑～胴部 ケズリ→ナデ/ミガキ ー/― /―              灰 掲〈751R5/2)/に本い赤掲〈25R5/4) 角 閃石 長 石 砂 粒 雲 母      良 好 (134) 52

第1貝層 Vb Fat  日 爆～顕部 ナデ/ナ デ    ー /沈 線文/―             灰 黄福(10118/2)/黄灰(2514/1)    長 石 角 閃石 (彼細粒)       良 好      50

第1貝層 Vb深 鉢  日 縁部  ケ ズリ‐ナデ/ナ デ ー/凹 練/―             網 灰(101R5/1)/陶灰(101R4/1)     長 石 ま 母              良 好      40

―
―
∞
０
１
１

200  122 33

201   7  83

202  225 83

203  228 83

204  296 83

2 6 5  9 1  8 3

200  204 31

267  130 81

2 0 8  2 9 4 8 1

289  349 81

272  286 C

273  200 C

274  150 C

275  138 C

紺

０
班
　
Ｅ
け
陣
苺
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Ｅ
け
厳
き
轟
測
別

考備
高

＞

有

価

残

く呼離ｍ
成脱

登

点

口

出

調

号

実

番

図

号

押

番
猫 土

器面覇整

〈内面/外 面)

文 体

〈内面/外 面/口 棒的BE)

色 田

(内面/外 面)
層 dI 分 類  tBを 残■部位

276   45  C

277  57  C

295  351 C

298  287 C

―/沈 線文/―

第 1貝 層 Vb漂 鉢

第 1貝 層 Vb深 鉢

第 1貝 層 Vb澤 鉢

第 1貝 層 Vb深 鉢

第 1貝 層 Va深 鉢

第 1貝 層   深 体

第 1貝 層   深 体

88崩2R尋 コ  浅 鉢

88第2員' lE 浅 鉢

研 第2員骨 皿 a4深 鉢

t,お2婚  I d2深 鉢

研 親 婿  BI 深 鉢

88第 2RB I 課 鉢

tl常 2Rtt ll 課 鉢

88常 2畑  I 深 鉢

8日常2R日 工  澤 鉢

8呂第2Rtt IE 課 鉢

88宮 2Rtt I 深 鉢

第 2貝 層 Ic深 鮮

第 2貝 層 コ●5浅 体

第 2貝 層 コ c2深 鉢

第 2貝 層 lE M深 ||

第 2貝 層 ll cJ探幹

第 2員 層 口  深 体

第 2貝 層 lE 漏 鉢

日凛部   ナ デ/ナ デ ―/沈 線文 莉 突文/―

回線～項部 ナデ/ナ デ

回線～顕部 条痕‐ナデ/条痕‐ナデ ー/沈 線文 刻 日突常文/―

日縁～頚部 ミガキ/ナ デ ミ ガキ ー/刺 架文/―

にぷい費績 001R3/3)/灰 黄褐 001R5/2) 長 石 砂 位              良 好

にぷい褐 (75R5/3)/に ぷい褐 (75R5/3)石 茶 ? 砂 粒             良 好

網灰 0 0YR4/D/灰 黄褐 (10YR5/2)    長 石 砂 杜              良 好

にぷい☆ほ00R6/3)/に ぷい☆糧 (19R6/3)長 石 石 英 雲 母 角 閃石 粗 砂粒 (1四 )良 好

灰黄褐く10R6/2)/灰 ☆褐001R5/2)   長 石 角 閃石             良 好

にぷい☆槍 (10服6/3)/灰 黄網 (10服5/2) 暑 母 石 英 長 石 紅 砂粒 (lm)  良 好 (89)

灰☆描 (10YR3/2)/灰 ☆抱 00YRO/2)   角 閃石 長 石 砂 粒          良 好

にぶい☆伯 (10粗6/3)/に ぶいね (731R5/8)角 閃石 長 石 〈伎細杜〉       良 好 (178)

にぷい黄4g(10R7打 )/灰 ☆缶(10RS/2) 角 閃石 長 石             良 好 (177)

灰☆褐 0 01RO/2)/灰 ☆掲 (10YR3/2)   長 石 角 閃石 (微細H_)       良 好

にぶい植〈5RS/4)/に さい赤授 (3YR5/4) 長 石 ?                良 好

にない☆掲(m照 6/8)/に ぶい☆褐(101R5/3)長石 角 閃石             良 好

にぶい☆ほ (10R7/8)/灰 資18 00YR3/2) 長 石 ?                良 好 (85)

灰黄相 (101R6/2)/灰 黄掲 (10YR3/2)   長 石 角 閑石 砂 粒 滑 石      良 好

にぷい☆確 (101R73)/に ぷい☆ほ 00R72)瓶 砂粒 (2口 )長 石 角 閃石     良 好

灰掲 (75R4/2)/黒 掲 〔?51R3/D     滑 石を多とに合む           真 好

にぶい黄糧 (1017/3)/に 本い糧 (7 5YR6/4)石 ☆ 砂 粒              良 好

にぷい☆糧(101R7/2)/にぶい☆協(10R7/2)長 石 角 閃石 石 葵          良 好

にぶい☆績 (1げR6/3)/に さいlC(5‖げ4) 長 石 角 関石 雲 母 紅 砂位 (1口 木め 良好 (280)

に本い費植 001R7/4)/灰 ☆ね 091R5/2) 長 石 角 閃石 石 英          良 好 037)

褐灰 0 0YR4/D/褐 灰 GOYR4/D      石 英 角 閑石 Q細 粒)       良 好

灰☆褐 001RO/2)/に ぷい☆4E〈,Oll17/3) 長 石 角 閃石 (微細粒)       良 毎

にさい☆4g001R7/2)/灰 ☆栂 (101R6/2) 長 石 石 英 角 閃石 砂 粒      良 好

黒相 (7 5YR3/2)ノ灰絹 (7 5YR4/2)    滑 石を多tBに合む           良 妊

にぶいほ(51R3/4)/に ぷい赤褐 (5糧5/3) 滑 石を夕とに合む          長 年

４６

７２

２６５

お

２８２

３２

日縁～用部 ケズリーナデ/ナ デ ー/― /刻 目文

胴～底部  ナ デ/ケ ズリ ナ デ ー/― /―

胴部    ケ ズリ→ナデ/ナ デ ー/刻 目突帯文/―

口禄～日都 条複‐ナデ/条痕→サデ ー/枕 線文/―

ｍ

２３０

３８６

３７７

３５

２２６

３４０

１
１
∞
∞
―
―

３２４

‐２４

‐７ ７

３７

成部    茶 痕‐ナデ/茶痕‐ナデ ー/沈 線文/―

口暴～硯部 ナデ/ナ デ

ロ縁部  ナ デ/ナ デ

日禄部  ナ デ/ナ デ

顕～底部 ナ デ/ナ デ

翻部下半  ナ デ/ナ デ

同部    ナ デ/ナ デ

属部    ナ デ/ナ デ

口縁～隔部 ナデ/ナ デ

ロ縁部   ナ デ/ナ デ

ロ縁部   ナ デ/ナ デ

ロ線部   ナ デ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

胴部    ナ デ/ナ デ

―/沈 線文/沈 線文

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/tl突 列点文

沈線文/充 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

班線文/沈 線文/刺 突列点文

沈擦文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 凛文/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

70

48 外 謡面に煤付着

37

80

32

23 0

3 8

5 5

5 6

3 4

9 7

6 4

2 1 8

夕孔有 (1箇所)

外4g面に煤付着胴部    条 渡→ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―

偏部   ナ デ/ナ デ ―/沈 線文/―

口縁～隔部 条痕→ナデ/姿 痕→ナデ ー/沈 線文/―

６６

　

　

‐８７

6 1

37 夕 孔有 (1箇 所)

3 4

2 8
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考備
高

，

十

印

残

く

呼

薩

ω

蔵焼
〓

点

目

地

爵

号

実

番

□

号

揮

番
晴 土

器面日室

(内面/外 面)

文 様

〈内面/外 面/日 縁端部)

色 調

〈内面/外 面)
8 位  ,類  器 HE 残存部位

―

∞
『
―

8 0 1  2 1 8 C

302  216 C

303  143 C

804  860 C

305  234 C

306  母4  C

307  254 C

308  215 C

309  364 C

310  237 C

3 ‖  2  C

3 1 2  1 5  C

313  343 C

314  348 C

315  23S C

C(推 定)貝 層直下 IE c4深鉢

C(推 定)員 層直下 ll d2深鉢

C(推 定)員 層直下 II b2深鉢

C(推 定)貝 層直下 I何 深鉢

C(推 定)貝 層直下 I c5深 鉢

C(推 定)貝 層直下 I c4採 鉢

C(推 定)貝 層直下 I c2深 鉢

C(推 定)貝 層直下 I b2深 体

C(推 定)貝 層直下  lI 採 併

にぷい赤糊 (5YR5/4)/灰 相 (51R4/2)

にぷい費lg(10VRS/4)/灰 黄褐 (10R5/2)

にぷい☆砲 (10‖7/3)/灰 黄掲 (10118/2)

にぷい黄健〈10hR3/8)/褐 灰 (10RS/1)

にぷい赤掲〈51R5/4)/経 て57R78)

にぷい黄18〈101R7/3)/灰 黄輯 0016/2)

にぶい縄 (751R3/3)/に ぶい燈〈51R6/4)

にぷい赤拍 (51R5/4)/に ぶい赤摘 (5R4/3)

にぷい糧 (51R3/4)/に ぶい糧 (51R6/3)

にぷい☆ほ 00YR7/2)/灰 黄褐 (101R5/2)

に本い☆ほ (10R7/3)/灰 褐 (75R6/2)

ほ 6‖R3/6)/に ぶい種 (3YR6/4)

にないほ (7 5YR3/1)/ほ (5YR6/6)

灰☆れ (10R3/2)/灰 黄褐 (101R3/2)

にぶいほ (7 5YR3/4)/にぶい績 (7 5γR7/3)

欄灰●01に4/1)/灰 桐 (7 5YR5/2)

抱灰 (7 5YR4/け/灰 担 (8R3/2)

にぶい赤褐 (51R4/4)/に ぶい赤褐〈51R5/4)

にぶい4E(751R7/4)/に ぶいほ (■51R7/4)

にぶい黄担 (10VR7/2)/灰 褐 (■5YR5/2)

にぶい☆ほ00‖ 3/3)/褐 灰て10R4/1)

にぶい☆電 00YR7/4)/に 本い燈 (751R7/4)

灰黄 (2 5YO/2)/黄灰 (25Y5/1)

褐灰 0 0YR4/D/灰 黄掲 (101R3/2)

灰☆れ“OIR6/2)/掲 灰 (751R4/D

第 2貝 層 I 深 鉢

第 2貝 8 El 深 鉢

第 2貝 B I 深 鉢

第 2貝 層  工  深 鉢

第 2貝 B I 落 鉢

第 2貝 用 IE 採 鉢

第 2貝 層   採 体

路色1層jA下[b3深 lj

需色■,以下 Ib'探 併

罵こと1以下 lE c2操鉢

寓も■8以下 IE c2採鉢

思も■8以下  I  探 鉢

属色■8以下 I 探 鉢

黒こと日以下 I 深 鉢

黒雛 日以下 ll 深 鉢

黒畿 日以下 ll 深 鉢

胴部    ケ ズリ→ナデ/ナ デ

底部    ナ デ/ナ デ

日部下半  ナ デ/ナ デ

日部下半  ケ ズリーナデ/ナ デ

底部    条 痕→ナデ/ナ デ

日厳下半ヽ 電部 条痕→チデ/条痕‐ナデ

胴部下半  ナ デ/ケ ズリーチデ

回線～胴部 条痕→ナデ/条 痕‐ナデ

胴部    条 痕→ナデ/条 頼‐ナデ

ロ擦～隔部 ナデ/ナ デ

回線部   ナ デ/ナ デ

扇部    ケ ズリ‐ナデ/ナ デ

月部    ナ デ/ナ デ

洞部    ナ デ/ナ デ

胴部下半  条 項‐ナデ/ナ デ

胴部下半  ナ デ/ナ デ

日繰部   ナ デ/ナ デ

日縁部   ナ デ/ナ デ

日禄部   ナ デ/ナ デ

コ最BE  ナ デ/ナ デ

□壊～日部 ナデ/ナ デ

ロ8～ 項部 条痕→ナデ/ナ デ

ロ線～顕部 ナデ/ナ デ

ロ爆部   ナ デ/ナ デ

胴部    条 痕→ナデ/ナ デ

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/― /―

―/隆 起帯文/―

一/隆 起帯文/―

沈線文/江 線文/刻 El文

沈濠文/江 凛文/刺 突列点文

―/沈 線文/―

―/班 線文/―

―/班 稼文/―

―/成 務文/―

―/沈 線文/―

沈線文/文 沈線/刻 目文

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/痢 突達点文

沈線文/沈 線文/痢 突列点文

沈線文/枕 線文/刺 突列点文

沈標文/成 線文/刺 突列点文

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈練文/沈 線文/沈 線文

―/沈 線文/―

良好      57

良好 (70)  22

良好      57

良好      120

良好      23

良好 く92)  58

良好      71

良好 (218) 97

良好      98

良好  (392) 158

良好       30

良好      58

良j7      55

良好      54

良好 (278)  40

R4Z      76

良好 (278) 70

良好      10

良好      30

良好      53

良好 〈251) 111

氏好      89

良好      58

良好      45

良好 (262) 95

外器面に燦付着

外器面に煤付若

外碧面一BEに燦付着

外掛面に媒付着

320  21

323  288

油

ｏ
珊
　
Ｅ
卜
陣
き
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Ｅ
卜
郎
§
酎
搬
那

考備
高

＞

存

伽

残

＜

呼

醸

ｍ

成廃
査

点

南

地

測

号

実

書

図

号

揮

番
胎 二

需面調整

(内面/外 面)

文 様
く内面/外 面/日 縁端部)

色 調

(内面/外 面)
層 位  分 類  器 種 残存部位

326 115C(推 定)貝 層直下  Ⅱ  深 鉢   胴 部    条 寝→ナデ/ナ デ  ー /沈 練文/―

327 116C(推 定)貝 層直下 m 深 鉢   胴 部    ケ ズリーナデ/ナ デ ー/沈 練文/―

328 107C(指 定)貝 層直下 コ  深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 練文/―

329 117C(推 定)貝 層直下 m 深 鉢   胴 部    条 痕→ナデ/ナ デ  沈 線文/沈 線文/―

330 179C(指 定)貝 層直下  Ⅱ  深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 練文/―

331 23, C(指 定)貝 層直下 lE 深 鉢   胴 部下半  条 痕‐ナデ/ナ デ  ー /沈 線文/―

332 206C(指 定)貝 層直下 lE 深 鉢   胴 部    ケ ズリ‐ナデ/ナ デ ー/洸 線文/―

388 260C(推 定)貝 層直下 m 深 鉢   胴 部    ケ ズリ→ナデ/ナ デ ー/洸 線文/―

334 249C(推 定)貝 層直下 皿  深 鉢   胴 ～底部  ケ ズリ‐ナデ/ナ デ ー/洸 線文/―

335 221C(推 定)貝 層直下 m 深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /洸 線文/―

336 133C(指 定)貝 層直下 m 深 鉢   胴 部下半  ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―

337 281C(指 定)貝 層直下 lE 深 鉢   胴 部    ケ ズけ‐ナデ/ナデ‐洸臨 ―/沈 線文/―

338 337C(推 定)貝 層直下 コ  深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デー沈線  ― /沈 線文/―

339 341C(推 定)貝 層直下 コ  深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デー沈線  ― /沈 線文/―

340 203C(推 定)貝 層直下 コ  深 鉢   胴 ～底部  ケ ズリ‐ナデ エビイサ1/,デ ー/沈 線文/―

341 142C(推 定)貝 層直下 lE 深 鉢   胴 部下半  ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―

342 20 C(推 定)貝 層直下 lE 探 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 線文/―

343 25 C(指 定)貝 層直下 m 深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /沈 練文 字Ⅲ突連点文/一

344 243不 明        Ib深 鉢   口 縁～胴部 条痕 ナ デ/ナ デ  ー /押 型文/押 型文

345 102不 明        Ib深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ     ー /押 型文/―

346 6 不 明        Ib深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ     ー /押 型文/押 型文

347 372不 明       皿 b2深 鉢   日 繰～胴部 条痕→ナデ/ナ デ  沈 線文/沈 線文/刻 目文

348 65 不 明       Vb深 鉢   日 稼～頸部 ケズリ→ナデ/ナ デ ー/沈 線文/刻 目文

349 190不 明       皿 b5深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ     ー /洸 線文/―

350 191 不 明       皿 b4深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ     沈 線文/沈 線文/刺 突列点文

灰黄掲 (10W6/2)/招 灰 (10VR5/1)

褐灰 (75】R4/ゆ/灰 掲 (7 5VR5/2)

にぷい槍 (75R6/4)/に ヽい褐 (7 5YRS′3)

灰黄掲 (10VR6/2)/掲 灰 (10VR4/1)

燈 (5眠6/6)/に ぶい槍 (51R6/4)

にぷい赤掲 (5VR3/3)/燈 (5R7/8)

にぷい赤掲 (5‖5/4)/に さい赤褐 (5YR5/4)

にぷい黄燈“OYR6/3)/灰 黄褐 (10YRS/2)

浅黄槍 (7 5iR8/3)/にぶい植 (7 5YR7/3)

にぷい黄植“OYR6/3)/灰 黄褐 (10YR5/2)

灰桐 (751R6/2)/褐 灰 (7 5YR4/1)

浅黄(25Y7/3)/浅 黄 (251773)

灰黄掲 (10VR6/2)/褐灰 (10YR4/1)

にぶい黄栓 (10TR73)/灰 黄撤 10】R6/2)

黄灰 (25Y4/1)/に ぷい黄植 (101R7/3)

明示13(51R5/6)/相 灰 (5TR4/1)

灰褐 (5R4/2)/に ぷい赤担 (5YR5/8)

にぷい績 (75‖ 7/4)/に ぶい掲 (7 5YR6/3)

にぶい赤褐 (5YR5/4)/に ぷい褐 (7 5YR5/3)

にぷい燈 (75R6/4)/に ぶい袴 (7 5YR7/4)

浅黄ね (751R8/4)/浅 黄種 (751R8/3)

灰黄褐 (10R6/2)/明 調灰 (7 5YR7/2)

にぶい燈 (7 6YR7/4)/福灰 (10YR4/1)

総 (5YR7/6)/に ぶい褐 (7 5VR6/3)

灰黄褐 (10‖6/2)/掲 灰 00R4/1)

長石 砂 粒              良 好

長石 砂 粒              良 好

石英 長 布 角 閃石          良 好  (238)

砂粒 長 石 角 閃石          良 好

長石 角 閃石 石 英 聴 粒 (5 mm)  良 好

長石 石 英 角 閃石          良 好  (234)

滑石を多量に含む           良 好

長石 角 閃石 砂 粒          良 好

長石 角 閃石             良 好  (174)

長石 角 閃石 (微細粒)       良 好

長石 砂 粒              良 好

長万 砂 粒 角 閃石 滑 石を瞳かに含む 良好

組砂～残粒 (1～ 3m)石 英 角 閃石 良 好

組砂粒 (l mn)長 石 角 閃石     良 好

長石 砂 粒 (微細粒)        良 好 (117)

砂粒 角 閃石             良 好

長石 角 閃石 l■砂粒 (lm)    良 好

石英 長 石 滑 石をはかに合む    良 妊

長石 砂 粒 角 閃石 滑 石      良 好  (398)

長石 角 閃石 石 英          良 好

角閃石 狙 砂粒 (2 om)       良 好

角閃石                良 好  (172)

砂粒 角 閃石 (彼細粒)       良 好

石英 長 石 角 閃石          良 年

長石 雲 母 ?(微 細粒)       良 好

―

鶴

―

70

46 第 孔有 (1箇 所)

う4

38 外 器面に煤付着

69

10 6

63

49

45

56 外 33面に媒付着

76

50

104

6 0

6 5

6 4

5 7

は

　

　

‐９

～

　

　

‐６ 第 2貝 層出上 ?

3 5



第15表 縄 文土器観察表14

考備
高

＞

存

制

残

て呼離ｍ
成焼

査

点

調

地

刑

号

実

番

図

号

挿

番
胎 土

器面調整

(内面/外 面)

文 様

(内面/外 面/8爆 靖部)

色 目
〈内面/外面)

層 位  分 編  器 経 残■部位

―

毬

―

６９

‐４ ０

２６２

８ ７４

351  375

369  873

372  370

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

皿 b5深 鉢   回 線～底部 ナデ/ナ デ

m c5深 鉢   日 線～底部 ナデ/ナ デ

皿 d2深 鉢   日 縁～胴部 ナデ/ナ デ

皿 b5深 鉢   臼 線部   ケ ズリ‐ナデ/ナ デ

lE b4探鉢   口 縁部   ナ デ/ナ デ

皿 c4深 鉢   回 線部   ナ デ/ナ デ

lI 深 鉢   白 線～胴部 ナデ/ナ デ

lI 深 鉢   胴 部    条 痕一ナデ/ナ デ

コ 深 鉢   胴 部    ナ デ/ナ デ

皿 c5深 鉢   口 撮～底部 ナデ/ナ デ

皿 d2深 鈴   日 爆部～底部 条痕→ナデ/ナ デ

lE 深 鈴   胴 部    ナ デ/ナ デ

血 深 鈴   口 縁～顕部 ナデ/ナ デ

唖 ?深 鉾   口 緑部   ケ ズリ→ナデ/ナ デ

IV b 深鉢    日 縁～顕部
 争第  〔ネ

ミ】キ/ケズリ‐

IV a深 鉢   日 縁部   ケ ズリ→ナデ/ナ デ

Va深 鉢   口 緑部   ナ デ/ナ デ

V“ 深鉢   日 縁～底部 ナデ/ミ ガキ

W 掛    日 榛～底部 ケズリ‐,デ/ケズリ‐ナデ

Ⅵ 探 IH  日 縁～顕部 ミガキ/ナ デ

Va深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ

V 探 鉢   日 縁部   ナ デ ミ ガキ/ミ ガキ

V 深 鉢   日 縁部   ナ デ/ナ デ ミ ガキ

Va深 鉢   胴 部    ミ ガキ ナ デ/ミ ガキ

106

85

46

58 葬 孔有 (1箇 所)

85

74  外 様面lt線内 掛面一部lt赤色擦料有

沈線文/沈 線文/刻 目文

沈線文/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/刻 日文

一/沈 線文/―

拡線文/沈 線文/刺 突列点文

沈線文/沈 線文/―

沈線文/沈 線文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/―

沈線文 刺 突列点文/洸 線文/刺 突列点文

沈線文/沈 線文/刺 突列点文

―/沈 線文/―

沈線文/押 引文/―

―/沈 線文/―

―/沈 線文/刻 目文

―/京1突文/―

―/― /刻 目文

―/― /刻 目文

―/― /―

―/― /―

刻目文/― /刻 目文 東J突文

―/縄 文 沈 線文/―

―/鵜 文 沈 線文/―

―/沈 線文/―

にぷい植 (751R6/4)/に ぶい総 (751R6/4)

にぶい黄槍 (101R7/2)/に ぶい資桐 (10】R5/8)

にぷい赤掲 (51R474)/暗 赤福 (6YR3/3)

にぶい糧 (751R6/4)/灰 褐 (75Y5/2)

褐灰 (10TR5/1)/桐 灰 dOYR5/1)

にぶい種 (5YR7/4)/に ぶい資種 0 0YR7/4)

にぶい黄植 (10R7/4)/に ぷい黄楢 (10YR7/3)

にぶい黄種 00】R7/3)/に ぶい資櫓 (10YRS/3)

にぷい種 (7 5YR6/4)/に ぶい掲 (75R6/3)

にぶい資楢 (10R6/3)/灰 黄褐 (10R5/2)

灰黄 (2 5YRO/2)/灰 黄褐 (101R5/2)

にぷい赤褐 (5‖5/3)/灰 掲 (51R5/2)

灰黄褐 (10R6/2)/褐 灰 (10服5/1)

にぶい黄櫓 (10服7/3)/灰 黄褐 (10R3/2)

赤福 (5R4/0)/に ぶい赤掲 (51R5/4)

にぶい槍 (5服6/4)/に ぷい赤褐 (5R5/3)

灰黄 (25Y6/2)/黄 灰 (25Y5/1)

灰黄福 (10YR8/2)/に ぶい福 (7 5YR5/3)

灰褐 (751R6/2)/に ぷい桐 (7 5VR6/3)

灰支福 (10YRO/2)/福 灰 (10YR5/1)

灰貫褐 00mo/2)/灰 黄掲 (101R6/2)

にぶい褐 (7 5YR5/3)/に ぶい福 (751R5/4)

にぶいま種 (10‖7/3)/灰 黄褐 (101R6/2)

灰掲 (5TR4/2)/祖 灰 (7 5YR4/1)

角閃石

角閃石

角閃石

石英 長 石 角 閑石

角閃石 (微細粒)

石英 長 石 角 閑石 消 石

角閑石 長 石 砂 粒 石 英

石英 角 閑石

石英 長 石

角閑石

角閑石 長 石 石 英

石英 角 閃石

長石 角 閃石 砂 粒

長石 角 閃石

長石 角 肉石 雲 母 (後細粒)

長石 (微細粒)

角閃石 長 石 石 英

角閃石

角閃石

長石 角 閑石 砂 粒

雲母 石 英

長石 角 閑石

長石 角 閃石

長石 組 砂粒 (l mun)

132 第 2貝 層出上 ?

121 第 2貝 層出土 ?

179 第 2貝 層出土 ?

52

38

32

64

58

第 2貝 層出土 ?

第 2員 層出土 ?

良好 032)

良好 !26

良好 (303)

良好

良好

良好

良好

良,

良好

良好 307

良好 (366)

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良t2(215)

良好 (169)

良好 (270)

良好

良好

良好

良好

＆

３４

加

子

4 0

3 4

7 1

5 7

ｉ

　

　

２３

‐５３

　

　

６ ７

３ ０２

　

　

４ ２ 避
０
冊
　
Ｂ
け
離
き



出土遣物観察表

第16表 石 器 ・石製品 ・員製品観察表

挿四番号  実 測番号   日 =地 点   層  位 器 穂 材  貫 長さ m)幅 (m)厚 さ くCm)■ ■ (8) 備 者

3 7 5   2 0 0 1 4 - 0 0 0 3  1 1 - 3

376     20014-0001  Al-3

377     20014-0002  Al-3

378     2oo14-0004  A5

379  20014 001l A1 82連 結部 表 土

石転

削料

純貝層    石 鉄       黒 曜石

末福色上層  磨 製石斧    を 岩

末桐色i厄  磨 製石斧    蛇 紋岩

1 9 3    1 3 3    0 2 5    0 5 7

3 30      2 07      0 55      3 19

3 03      1 72      0 49      2 15

2 70      1 41      0 38      0 99

0 80      5 20      1 42      38 15

9 0 7    5 2 0    2 2 8   1 4 4 0 9

8 44      5 32      1 86     100 87

9 27      5 73      3 16     229 00

13 44      0 48      2 92     375 00

7 78      7 42      2 30     200 04

3 27      3 12      0 74      12 73

3 07      3 70      1 38      31 02

1 80      2 48      0 30      2 24

5 05      2 87      1 12      30 17

7 43      1 62      1 43      22 50

4 24      2 84      0 53      8 49

8 68      3 44      1 10      11 94

478    478    088    1507

5 05      3 84      1 00      10 12

8 57      5 71      1 06      35 01

8 02      4 08      0 70      17 80

8 08      6 78      1 80     106 06

6 53      7 40      1 82     110 10

4 44      6 26      0 70      7 19

石犠表上

表上

表土 石犠

黒曜石

流紋岩

黒曜石

安山岩

382  200140010 A131遷 緒部 員 層 磨製石祭

3 8 0   2 0 0 1 4 - 0 0 1 4  A 2

381     20014-9915  A2

383    20014-0018  A5

384    20014-0017  A2

385     20014-002,  Al-3

380     20014-0020  Al-3

387     20014-0010  Al-2

388     20014-0023  Al-1

380     20014-0022  Al-3

390    20014-0006  C

391     20014-0005  C

392     20014-0007  C

393     20014-0010  C

394     20014-0008  83

395     20014-0009  83

390     20014-0013  B2

307    20014-0012  C

808    20014-0024  C

混貝土層   磨 製石弁

末褐色土層  磨 製石斧

表土     石 鍾

第 1員 層   員 臨

務岩 ?

砂岩ホルンフェルス

千枚岩

砂岩

斧足類(フネガイロフネガイ科

衰土    円 控状石器    泥 岩本ルンフェルス

表土    円 盤状石器    安 山岩

表土    石 製室飾    千 枚岩

競乱層   研 磨寝のある石器 粘板岩

表上     棒 状石器     功 岩 ?

第 2貝 層   石 匙      貸 山岩

第 2貝 届   石 匙      安 山岩

第 2貝 周   石 匙      安 山岩

第 2貝 周   削 母      粘 板岩

員日     Hl器       粘 板岩

貝層下    肖 J騨      柏 板岩

第 2貝 層   石 鍾      泥 岩
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第 7章  動 物遺存体

第 7章  動 物遺存体

第 1節  出 土した動物遺存体の概要

1959年発掘調査では,堆 積土各層で数多くの貝類遺体や脊椎動物遺体が出上したが,定 量的な貝層の

ブロックサンプリングや水洗選別は行われておらず,発 掘時に任意的に取り上げられた現地採集資料で

ある。以下では,採 集された動物遺存体について,貝 類遺体と脊椎動物遺体に分けて同定結果を示す。

第 2節  貝 類遺体

(1)出 上した貝類遺体

調査時に採集され,慶 応大学資料として保管している貝類遺体の種類は以下のとおりである。

① 斧足類 (二枚員) サ ルボウ (説ヮカα々β7rag徳力肋夕なな,フ ネガイロフネガイ科)

②腹足類 (巻貝)

ハイガイ (拷Jl!ακα『α″θSα, フネガイロフネガイ科)

アカガイ C響 力θκθう乃2rgnゎ″Jデ, フネガイロフネガイ科)

マガキ (Crassοヵセθgり,カ キロイタボガキ科)

イ タ ボ ガ キ ( 徐 控 a 姥 浴 θ筋 材 ″ 体 α, カ キ ロ イ タ ボ ガ キ 科 )

イワガキ (Crassθsrrea拘ヮο″α,カ キロイタボガキ科)

アサリ (R″冴raPcsル′′″r71α77物,マ ルスダレガイロマルスダレガイ科)

ハマグリ (1 ″々放ルsθrヵ,マ ルスダレガイロマルスダレガイ科)

オキシジミ (●c′77ra Sブ″をなな,マ ルスダレガイロマルスダレガイ科)

カガミガイ (P72acοsOttaブ?θ″た″初,マ ルスダレガイロマルスダレガイ科)

ヤマトシジミ 0め ,c滅才ηο″rra,マルスダレガイロシジミ科)

マシジミ し あ,c″みたβ″θ,マ ルスダレガイロシジミ科)

シオフキ (】務c″α脇 ヶ7/9772お,マ ルスダレガイロバカガイ科)

アゲマキ (齢″ο″θИc″ルcθ″sr/rtヵ,マ ルスダレガイロマテガイ科)

マテガイ (肋た″sr″,ctts,マルスダレガイロマテガイ科)

ウネナシトマヤガイ (必?密′″″ル″24材,マ ルスダレガイロフナガタガイ科)

サギガイ (】Zαごο″クscc″'θら マルスダレガイロニッコウガイ科)

オオノガイ (″ヵθ″閉attθ θθ″θgα,,オオノガイロオオノガイ科)

スガィ (rr77・bθ COttarなcο″¢否本,古 腹足ロサザエ科)

ダンベイキサゴ (gttbθ″メタ″ま評″re″″,古 腹足ロニシキウズガイ科)

イ シ ダ タ ミ (』狗 ″ο施 湾惣 脇うわ乃 //w Cθ/2/r r Sα,古 腹 足 ロニ シ キ ウ ズ ガ イ 科 )

ァヮビ (nぁ″θぁ″ねああわ乃r71 Cοttsα,古 腹足ロニシキウズガイ科)

へタナリ (∽r筋脇 読摯脇筋,盤 足ロフトヘタナリ科)

フトヘタナリ (位ガ協材ια湯幼 力θ″/″″,盤 足ロフトヘタナリ科)

ツメタガイ (C′θssαメ筋加"初,,盤 足ロタマガイ科)

ウミニナ Oθ″〃αァカ″″″ヵ物な,盤 足ロウミニナ科)
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第 3節  脊 椎動物遺体

イボウミニナ (Bα″′脇ガα zθ″α′な,盤 足ロウミニナ科)

カワアイ (磁r筋,姥αけ切 タガタ浴な,盤 足ロフトヘタナリ科)

イボニシ (rFrαtt c脇ゥ れ,新 腹足ロアッキガイ科)

バイ (』α"′θ″,勾セ?ο″た。,新 腹足ロエゾバイ科)

アカニシ 彼?a″α昭″οSa,新腹足ロアッキガイ科)

トヨ ツ ガイ (a紹 脇切ヵ協 ″J2肱 ,新 腹 足 ロア ッキ ガ イ 科 )

テ ン グ ニ シ ( P F a″ "が 夕S物 あ夕,新 腹 足 ロ テ ン グ ニ シ 科 )

ツ ク シマイ マイ (Z″力材 “ 姥r/協な,,有 肺 ロオナ ジマ イ マイ 科)

(2)貝 層 出上の貝類遺体 について

1959年11月3日付け江坂輝爾氏による調査日誌には,採 取状況は不明であるが,Aト レンテ第 7区純

員層及びCト レンテ第 2貝層採取の貝類遺体数に関する記述がある。

前者 (計949点)は,マ ガキ (670点,約 706%)が 最も多く,オ キシジミ(68点,約 72%),ア サリ(同),

スガイ (66点,約 70%),ハ イガイ (29点,約 31%),イ ボウミニナ (13点,約 14%)の 順に多い。そ

の他では,イ ワガキ,ヘ ナタリ,ヤ マトシジミなどがあるが,そ の割合は 1%以 下である。

また,後 者 (計479点)も 同様に,マ ガキ (296点,約 618%)が 最も多く,ハ イガイ (51点,約 106%),

カガミガイ (48点,約 100%),ハ マグリ (19点,約 40%),マ テガイ (15点,約 31%),ス ガイ (14点,

約29%),イ ワガキ (7点,約 15%),オ キシジミ (5点,約 10%),オ オノガイ (同),イ ボウミニナ

(同)の 順に多い。その他,イ タボガキやサルボウ,マ シジミ,ツ メタガイなどが 1～ 2点採取されて

いるが,そ の害1合は 1%以 下である。

第 3節  脊 椎動物遺体

(1)出 上 した脊権動物遺体の概要

同定作業を実施した資料50点の脊椎動物遺体は,魚 類 (硬骨魚綱)及 び哺乳類である。実際に同定を

行つたのは採集資料の一部であるが,第 1貝層や第2貝層などの貝層出土資料を優先的に選定し,同 定

作業を実施した。

(2)宥 椎動物遺体の種類 と特徴について

①魚類 (硬骨魚綱) ク ロダイ属 ∽cα″筋切響 パ)

スズキ (と,″ο7αbr筋ブ?θ″'C夕S)

②哺 乳  類     ク ジラ類 (磁脇c四)

ムササビ (とβ″肋レα)

ウマ (ど夕″24S Caba〃搭)?

イノシシ Gtt scrO/a)

ニホンジカ C炒 ″sれ呼θ″)

ウシ ●θ"惣夕77rS)

クロダイ属,ス ズキは汽水域にも進入する内湾 (島原湾)を 代表する魚種である。クジラ類は,内 湾
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第 7章  動 物遺存体

第17表 曽 畑員塚出主育椎動物遺体一覧表

No 造物 No 調査区 層 位 大分類 小分類 部 位 左右 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

18

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

23

30

31

32

38

34

85

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

40

47

48

49

50

31

47

86

30

32

48

49

50

12

13

14

15

42

43

5

7

6

48

25

19

27

29

45

18

4

26

3

33

30

24

21

22

28

8

9

2

11

44

20

23

40

38

17

10

41

18

1

35

34

37

8Tl

A l区3～4連絡

BTl

ll区5

B]l

Al区3～4連絡

Al区8～4連絡

Al区3～4連絡

GT

CT

CT

CT

A6

A3

CT

CT

eT

A l区3～4連絡

CT

CT

BT2

8T2

11区4

C]

CT

B12

CT

811

B12

CT

CT

C↑

8T2

CT

CT

CT

CT

A l区4

CT

CT

A5

1 1区5

CT

CT

Al区3

CT

CT

BTl

8Tl

8Tl

第 2貝 再

員層

第 1貝 届30～40

員層最下部

第 2貝 届

貝屈

貝層

貝層

第 1貝 層

第 1員 層

第 1貝 層

第 1員 層

V～ Ⅷ

V～ Ⅷ

第 1貝 層

第 1貝 層

第 1貝 層

貝層

貝層最下部

員層最下部

員層第 2層

貝層第 2層

貝層40～ 50

貝層巌下部

第 1貝 層

貝層第 2層

第 1貝 層

様層

貝層第 2層

貝層最下部

貝層最下部

貝層歳下部

員層第 2層

第 1貝 届

第 1員 層

第 1貝 層

第 1貝 層

貝層40～ 50

貝層最下部

貝層最下部

純員層

貝層50～00

第 1員 層

第 1貝 層

30～40

第 1貝 層

第 1貝 層

第 1貝 層30～40

第 1員 層30～40

第 1貝 層30～40

硬骨A縛

硬骨魚綱

曖骨A綱

硬骨魚縛

硬骨点網

硬骨魚網

硬骨魚網

曖骨魚綱

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類 ?

哺乳類 ?

哺乳類

哺乳類

哺乳類

時乳類

哺乳損

哺乳類

哺乳窺

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

晴乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳頬

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳額

哺乳類

晴乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

哺乳類

クロダイ属

クロダイ属

スズキ

スズキ?

不明

不明

不明

不明

クジラ類

クジラ類

クジラ類

クジラ類

ムササピ

ウマ?

不明

不明

イノシシ/シ カ?

イツシシ/シ カ

イツシシ

イツシン

イツシシ

イノシン

イツシシ

イノシン

イノシシ?

イノンシ

イノシシ

イノシシ

イノンシ

イノシシ

イノンシ

イノシシ

イツシシ

イノシン

シカ

シカ

シカ

シカ

シカ

シカ

シカ

シカ

ウシ

ウシ?

ウシ

ウシ

ウシ

ウシ

ウシ

ウシ

前上顎骨

歯骨

歯骨

陛骨

麟頼

踏報

隠競

踏競

権骨

確骨

権骨

雄骨

大腿骨

大醒骨

不明

不明

准骨

椎骨

下頚骨

肩甲骨

肩甲骨

肩甲骨

肩甲骨

上腕骨

肋骨

続骨

指骨

大ぼ骨

ほ骨

足根骨

遊鵜歯

遊離歯

遊離歯

権骨

稚骨

肋骨

肋骨

上腕骨

梅骨

尺骨

軽骨

遊離骨

確骨

確骨

防骨

上腕骨

手根骨

中節骨/中 足骨

中断骨

遊離骨

を

左

右

一

一

一

一

一

一

一

一

統

右

左

右

右

有

左

左

一

左

右

右

有

左

左

十

一

左

右

右

左

左

右

右

一

一

右

右

左

右

右

腹権

競粂部

担館骨

練条部

韓条部

桂体振未癒合破片

権体板未癒合破片

推体板未癒合破片

推体板未癒合賊片

胸権 ?

腰椎

措合部 左 第二前日歯輸出中

近位部イヌなどの唆痕

近位部カットマーク ?

遠位前縁に口P切痕

遺位輸滑草部に傷

腹側に穴 利 突 ?

遠位部後位にカットマーク多数

下項第一切歯 (唆耗あまり進行せす)

(唆耗あまり進行せす)

近位内alにカットマーク多数

被熱

骨幹部で螺症状剥離の痕跡

下顎第一/二 後臼歯

頚権

尾権

下顎第一切歯

下環犬歯

胸推 推体板末癒合

胸推 権体板末価合

上源第二前臼歯

に回遊して来たクジラ類の猟が行われたか,座 礁したクジラ類が分配されたと考えられる。

イノシシとニホンジカでは遊離歯を除いて,破 片数,最 少個体数ともにイノシシの方が多く出土 して

いる。イノンシ,ニ ホンジカの両方とも頭部,中 軸骨,四 肢骨が出上していることから,解 体は遺跡周

辺において行われたと考えられる。また,火 を受けている骨があり,そ の場で調理した事も考えられる。

- 9 3 -



第 3節  脊 椎動物遺体

一方,ウ マとウンは, 日本における普及がウマは4世 紀末から5世 紀にかけて,ウ シは 5世 紀後半か

ら6世 紀にかけてと考えられている。今回調査を行った動物遺体が出上した曽畑貝塚は,近 隣に所在す

る轟貝塚とともに縄文時代の貝塚であることから, ウマ,ウ シについては後世の混入と考えられる。

なお,古 墳時代の遺物も周辺から出上していることから,ウ マ,ウ シについては当該期に属する可能

性がある。

引用 ・参考文献

松井 章 編 2006『動物考古学の手引き』2001-2005年度 奈 良文化財研究所埋蔵文化財センター

松井 章  2008『動物考古学 Flr″ぁ″で″ヵなヴ豹θoた力αでοわフ lr7ヵ″″』 京都大学学術出版会

―-94-―



第 7章  動 物遺存体

４

９

１４

２

７

１２

１

６

Ｈ

サルボウ
ハマグリ
アゲマキ

ハイガイ      3マ ガキ
オキシジミ      8カ ガミガイ
ウネナシトマヤガイ 13サ ギガイ

斧足類 (二枚員)

イタボガキ   5ア サ リ

ヤマ トシジミ 10シ オフキ

オオノガイ

1

6

3

8

4

9

スガイ

イボニシ

フトヘタナリ
ツクシマイマイ

腹足類 (巻貝)
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第 3節  脊 椎動物遺体
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第 3節  脊 維動物遺体

13

14

15

10

11

12

動物種別計洵値―窮

図1 主 要な骨格の名称 (国はニホンジカ)(八 谷 ・大泰司1994)

単位 :mm

1ぐ枝)角

2頭 衰骨

3上 頼骨

4下 顔骨

5肩 甲骨

6上 腕骨

7槍 骨

8尺 骨

9 中 手骨

10基 節骨

11中 節骨

12末 節骨

13環 椎

14軸 椎

15頚 椎

16胸 椎

17腰 椎

18仙 権

19尾 権

如 胸 骨

21肋 骨

22角 骨

23大 腿骨

24題 骨

25緋 骨

26塵 骨

27距 骨

28中 足骨

第71図 大 型哺乳類骨格名称 (松井編2006よ り転載)
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第 7章  動 物遺存体
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図 2 ニ ホンジカ各後臼歯摩滅指数

右下顎嘆合面 (摩減面)黒 矢印は分断を、自矢印は連

続 していることを示す。(大泰司1980)

ル質

歯槽骨

歯根膜

セメント質

根尖孔

図4 歯 の部分名称 (図はニホンジカ)

(八谷 ・大泰司1994)

イノシン下顎歯摩減指数 (3』l and Payne 1982)

図5 歯 の名称と略号 (図はイノンシ)

(原図 八 谷 ・大泰司1994)

C

d

e

f

g

h

J

k

1

m

n

図 3

第72図 ニ ホンジカ及びイノシシの歯に関する資料

エナメ

象牙質

歯髄

切 歯 前臼歯  後 臼歯

(小自歯)(大 自歯)
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第 8章  自 然科学分析

第8章  自 然科学分析

第 1節 放 射性炭素年代測定の概要

曽畑貝塚の貝層埋積年代などを明らかにするため,調 査段階で採取され,保 管されていた貝層出土炭

化物 3点 を対象に,加 速器質量分析法 (AMS法 )に て炭素年代測定を実施した。分析試料は以下とお り

である。

・試料A… 炭化物 (採取地点 :Aト レンチ7区純貝層, 重量約10g)

)・試料B…  ″  (

・試料C…  ″  (採 取地点 :Aト レンテ 7区純貝層,重 量約 3g)

放射性炭素年代は,試 料中の放射性炭素濃度と半減期から単純に算出された年代である。また,放 射

性炭素 δ ttC補正年代は,放 射性炭素年代をδBC値 により補正して算出された年代である。暦年代に較

正にはこれを利用し,年 代値は years before present(O YBP=1950 A D)で表示する。半減期として,国

際的に慣例となっている5568年を適用し,年 代値の誤差は ± lσ表示 (68%確率)で ある。標準試料と

して NISTシ ュウ酸を使用 し, δ
"C値 は国際標準試料 PDBの 同位体比 (ⅢC/'C)か らの千分偏差

(%。)で 表した。

第 2節  測 定結果 悌1擦)

測 定 結 果 は第18表の とお りで あ る。試 料 A:36 1 0± 30Y B P ,試 料 B:3 5 7 0± 30Y B P ,試 料 C:

3550±30YBPと , 3つ の試料とも3550±30～3010±30YBPの 範囲内にあり,比 較的近い値が得 られた。

調査の結果,Aト レンチ 6区 から7区 の純貝層からは,鐘 崎式上器や市来式上器などの縄文後期中葉

に位置づけられる縄文土器が出土している。これまで各地で報告されているこれ らの上器型式の炭素年

代測定結果 (前迫2008,水ノ江2008)と も,お おむね合致する結果が得 られたといえよう。

参考文献

前迫 亮 - 2008「 市来式上器」『総覧 縄文土器』小林達雄先生古稀記念企画 『総覧 縄文土器』刊行委員会

水ノ江和同 2008「九州磨消縄文系土器J『総覧 縄文土器』月ヽ林達雄先生古稀記念企画 『総覧 縄文土器』刊行委員

会

第18表 放 射性炭素年代測定結果

測 定 項 目 単位

測 定 結 果

試料A

(試料番号 09R0912)

試料B

(試料番号 09R0913)

試料C

(試料番号 09R0014)

放射性炭素δⅢC補 正年代 YBP 3610±30 3570± 30 3550主 30

δ・C値 ‰
-27 5 -27 5 -26 0

- 1 0 1 -



第 2節  測 定結果

放射性炭素年代測定分析試料
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第 9章 総

第 9章 総 括

第 1節  曽 畑貝塚の形成過程について

1959年実施の江坂輝輔氏を中心とする発掘調査の結果,調 査区西側と東側で貝層が検出され,前 者は

西員塚,後 者は東貝塚として区別され,西 貝塚では形成時期が異なる2層 の貝層 (第1貝 層及び第 2貝

層)が 検出された。

西貝塚下層の貝層 (第2貝 層)に ついては,江 坂輝爾氏よ り貝類遺体の採取が行われ,マ ガキが約

706%と 高い割合で出上し,続 いてオキシジミ (約72%),ア サリ (同),ス ガイ (約70%),ハ イガイ

(約31%)の 順に多く,そ の他にはイボウミニナ,イ ワガキ,ヘ タナリ,ヤ マ トシジミなどが確認され

た。また,脊 椎動物遺体として,ク ロダイ属やイノンシなどの動物遺体が出上した。本層か らは曽畑式

上器がまとまって出上していることから,縄 文時代前期に形成された貝層と判断され,そ の広が りは直

径10m程度と推定される。

上層の貝層 (第1員層)で は,ハ イガイやマガキを主体 としており,ク ジラ類やイノシシ,シ カなど

の脊椎動物遺体が出上した。本層からは鐘崎式上器などの縄文後期の磨消縄文系土器が出上 しているこ

とから,後 期に形成された貝層とみられ,そ の広がりは南北約25m,東 西約 8mと みられる。

一方,直 径20m程 度と推定される東貝塚の純貝層でも,江 坂輝爾氏により貝類遺体の採取が行われ,

西貝塚第 2貝 層と同様にマガキが約618%と 最も高く,ハ イガイ (約100%),カ ガミガイ (約100%),

ハマグリ (約40%),マ テガイ (約31%)の 順に多く,そ の他はスガイ,イ ヮガキ,オ キシジミ,オ オ

ノガイなどが確認された。本層からは鐘崎式上器や市来式上器などの縄文時代後期の上器が出上してお

り,本 層から出上した炭化物 3点 の炭素年代測定では,3550±30～3610±30YBPという比較的近い値が

得 られてお り,出 上した縄文土器の年代的位置付けとも合致する結果が得 られたといえよう。

第73図 曽 畑員塚検出員層の推定範囲 (1/1,000)

―

ャ
‐
‐

-103-



第 2節  曽 畑貝塚の出上遺物について

なお,西 貝塚下層貝層 (第2貝 層)や 東貝塚純貝層の下層には,縄 文時代前期に堆積 したとみられる

(茶)褐 色土層が堆積 している。当該土層からは,押 型文上器や轟式上器のほか,曽 畑式上器が出上し

ている。 これらの曽畑式上器は,曽 畑期に形成されたとみられる西貝塚下層員層出上の曽畑式上器とは

文様構成に大きな違いは認められない。

第 2節  曽 畑貝塚の出土遺物について一曽畑式上器を中心に一

発掘調査では,縄 文時代早期から後期にかけての上器や石器 ・石製品,貝 製品などが出上 した。出土

遺物の中心は縄文土器であり,押 型文土器 (I類 ),轟 式上器 (Ⅱ類),曽 畑式上器 (Ill類),市 来式上器

(IV類),鐘 崎式上器 (Va類 ),北 久根山式上器 (Vb類 )な どが出上したが,曽 畑式上器の出土量は

その他の型式の縄文土器にくらべて突出している。

曽畑式上器の日縁部形態が判明するもの (計132点)の うち, 日縁部がゆるやかに外反するIll c類が67

点 (約508%)と 多数を占め,強 く外反するIll d類(22点,約 167%)を 含めると6割 以上を占める。

文様については,Ill c 2類やlll d 2類など日縁部外面に検位の平行沈線文のみを施すもの,Ill c 4類

やlll d 4類など横位の平行沈線文に加えて山形三角文などを組み合わせて文様帯を組み合わせるものが

多く,前 者では60点 (約455%),後 者は48点 (約364%)と 多数を占め,刺 突文を施すものは 3点 (約

23%)と ごく少数である。胴部の文様帯は,横 位や縦位,斜 位の平行沈線文を組み合わせた文様,縦 位

の沈線とX字 文の内部を平行沈線文で充填するもの,綾 杉沈線文や縦位の曲線文を施すものなどがあり,

底部は平行沈線文を施すものが多い。また, 日縁部,胴 部,底 部を区別するはつきりとした区画線を施

文するものはみられない。

このように,日 縁部文様常に刺突文を欠いて日縁部が外反するものが多く,文 様帯にくずれがみられ

るなどの特徴があり, これらを総合的に勘案すれば,杉 村彰一氏の分類 (第1～ 3類 )の 第 2類 (杉村

1962),水 ノ江和同氏の分類によるⅡ式b類 (水ノ江1987),堂込秀人氏による編年 (I～ Ⅵ期)の Ill～

IV期 (堂込2008)に 相当し,装 飾的だった文様が整然さを欠き,組 雑化に向かう段階のものといえよう。

なお,曽 畑式上器の特徴のひとつである滑石を混入するものも出上 しているが,掲 載 した271点のう

ち滑石を含むものは43点 (約159%)で ,そ のうち多量に含むものは20点 (約74%)と 1割 にも満たな

い。また,滑 石を含むものと含まないものの文様構成についても大きな違いは認められない。

一方,曽 畑貝塚低湿地出上の曽畑式上器は,直 回する日縁かやや外反する日縁部に刺突文とその下部

に横位の短沈線文を施文するIll a l類やIll b l類を主体とする (第12図)。編年的には低湿地出上のもの

が古く,貝 塚出上のものが新 しいことから,1959年 調査の曽畑式上器を包含する貝塚が形成される以前

に,先 述の貯蔵大群を残した人々が生活していたとみられる。 しかし, これ らの人々が別地に貝塚を形

成したかどうかは現段階では判然としない。

今後の課題として,曽 畑期の居住域は未確認であり,墓 域などを含めた集落構造の把握は今後の調査

に期するところが大きく, 自然遺物の分析を通じた当時の生活環境の復元など,解 明すべき課題が数多

く残されている。

引用 ・参考文献
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